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仏
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山
　
口
　
正
　
晃

は
じ
め
に

　

仏
名
経
と
い
う
の
は
そ
の
名
の
通
り
、
原
則
と
し
て
仏
名
号
の
羅
列
の
み

で
構
成
さ
れ
る
仏
典
で
あ
る
。
懺
悔
文
な
ど
を
含
む
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
附
加
的
要
素
に
過
ぎ
ず
、
中
心
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
も
仏

名
号
の
羅
列
で
あ
る
。
か
つ
て
［
井
ノ
口
一
九
九
五
］
が
述
べ
た
よ
う
に
、

仏
名
経
は
教
理
の
う
え
で
見
る
べ
き
も
の
が
ほ
と
ん
ど
無
い
無
味
乾
燥
な
代

物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
仏
教
研
究
に
お
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

井
ノ
口
氏
の
研
究
を
嚆
矢
と
し
て
、
特
に
敦
煌
写
本
を
中
心
と
し
て
仏
名
経

の
研
究
が
漸
く
散
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が（

（
（

、
や
は
り
仏
教
研
究
に
お
け
る

傍
流
た
る
を
免
れ
な
い
。
で
は
、
そ
も
そ
も
仏
名
経
を
研
究
す
る
意
義
は
ど

こ
に
見
出
だ
せ
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
立
場
・
視
点
に
よ
り
答
え
は
一
様
で
あ

る
は
ず
も
な
い
。
仏
教
で
は
な
く
歴
史
学
を
専
門
と
す
る
筆
者
の
立
場
か
ら
、

本
稿
で
は
仏
名
経
の
流
布
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
名
経
の
一

側
面
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
仏
名
経
の
性
格

を
あ
る
意
味
代
表
す
る
一
側
面
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

答
え
を
あ
ら
か
じ
め
簡
単
に
示
す
と
、
民
間
に
お
け
る
庶
民
の
仏
教
信
仰

の
姿
が
そ
こ
に
垣
間
見
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
教
理
の
う
え
で
見
る

べ
き
も
の
が
無
い
」
と
い
う
こ
と
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
「
難
解
な
内
容

を
含
ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
仏
名
経
の
類
が
学
問
僧
で

は
な
く
、
一
般
庶
民
に
向
け
た
経
典
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま

り
、
仏
名
経
を
通
し
て
見
え
る
「
世
界
」
は
、
教
団
主
導
の
「
正
統
」
な
仏

教
界
の
姿
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
そ
も
そ
も
次
元
を
異
に
す
る
世
界
、
す
な

わ
ち
民
間
に
お
い
て
庶
民
が
信
仰
す
る
仏
教
の
姿
で
あ
る
は
ず
で
、
そ
の
一

端
を
こ
こ
に
示
そ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て
「
中
国
仏
教
」
に
鈎
括
弧
を
附
し
た
所
以
も

こ
う
し
た
観
点
に
よ
る
。「
中
国
仏
教
」
と
い
う
言
葉
は
、
通
常
は
教
団
主
導

の
「
正
統
」
な
仏
教
界
を
念
頭
に
置
い
て
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ

し
て
仏
名
経
は
、
そ
れ
と
は
や
や
距
離
を
置
い
た
所
に
存
在
し
て
い
た
。
仏

名
経
を
通
し
て
、「
正
統
」
と
は
見
な
さ
れ
な
い
（
か
と
い
っ
て
「
異
端
」
と
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い
う
こ
と
で
も
な
い
（
仏
教
世
界
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
、
近
年
頓
に
研
究

が
深
ま
っ
て
い
る
仏
教
の
民
間
に
お
け
る
信
仰
の
実
態
に
つ
い
て
、
一
頁
を

書
き
加
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

尚
、
本
稿
で
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
「
仏
名
経
」
な
る
も
の
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
一
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。［
井
ノ
口
一
九
九
五
］
で
は

「
仏
名
経
類
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、「
こ
の
呼
称
に
対
し
て
、
適
格
な
定

義
と
具
体
的
な
内
容
を
与
え
る
こ
と
は
は
な
は
だ
困
難
」
だ
と
し
つ
つ
、
暫

定
的
に
次
の
五
つ
の
基
準
を
設
定
す
る
。「
ａ　

経
典
中
の
一
部
、
あ
る
い
は

一
章
と
し
て
仏
名
の
羅
列
を
含
む
も
の
（
た
だ
し
、
時
間
的
・
方
位
的
整
理

を
し
て
い
る
も
の
に
限
っ
た
（」「
ｂ　

諸
仏
出
現
の
因
縁
、
及
び
諸
仏
の
世

界
や
功
徳
を
説
い
た
も
の
」「
ｃ　

経
典
の
主
要
部
と
し
て
仏
名
（
菩
薩
名
・

羅
漢
名
等
を
も
含
む
（
を
羅
列
し
て
い
る
も
の
」「
ｄ　

仏
名
の
羅
列
に
懺
悔

滅
罪
の
文
が
加
わ
っ
て
い
る
も
の
」「
ｅ　

上
記
に
属
す
る
諸
経
典
よ
り
の
抄

出
・
変
型
と
み
ら
れ
る
も
の
」
―
こ
れ
は
、
氏
が
で
き
る
だ
け
包
括
的
に

仏
名
経
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
網
羅
し
よ
う
と
し
た
基
準
で
あ
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

　

本
稿
で
は
も
っ
と
範
囲
を
狭
め
て
、
上
記
の
中
ｃ
・
ｄ
・
ｅ
を
専
ら
分
析

対
象
に
選
ん
だ
。
そ
れ
は
、
本
稿
の
目
的
が
上
記
の
よ
う
に
、
民
間
に
お
け

る
信
仰
の
実
態
に
主
眼
を
置
い
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
仏
名
経
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
普
通
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
ざ
っ
と
経
巻
を
開
い
た
と
き
に
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
ほ
と
ん
ど
仏
名
の
羅
列
の
み
、
と
い
う
代
物
で
あ

ろ
う
。
余
計
な
理
屈
は
抜
き
に
し
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
仏
名
を
書
写
も
し
く

は
読
誦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ご
利
益
を
願
う
、
そ
う
し
た
民
間
に
お
け
る
信

仰
の
あ
り
方
を
窺
う
よ
す
が
と
し
て
適
当
な
の
は
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
仏
名

経
で
あ
り
、
そ
れ
は
上
記
の
基
準
で
い
え
ば
ｃ
・
ｄ
・
ｅ
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
井
ノ
口
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
「
適
格
な
定
義
と
具
体
的

な
内
容
を
与
え
る
こ
と
は
は
な
は
だ
困
難
」
で
あ
っ
て
、
本
稿
の
記
述
の
中

で
も
ａ
や
ｂ
の
基
準
の
も
の
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
現
存
し
て

い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
内
容
か
ら
は
判
断
の
し
よ
う
も
な
く
、
経
名
の
み

か
ら
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
た
諸
々
の
事
情
も
含
め
て
、
本
稿
に

お
い
て
対
象
に
選
ん
だ
も
の
が
ど
こ
ま
で
正
鵠
を
射
た
も
の
か
心
許
な
い
部

分
も
あ
る
が（

（
（

、
お
お
よ
そ
一
定
の
傾
向
を
つ
か
む
に
は
十
分
で
あ
る
と
信
ず

る
次
第
で
あ
る
。

一　

歴
代
経
録
に
見
え
る
仏
名
経

　

本
章
で
は
、
南
北
朝
隋
唐
期
の
歷
代
経
録
に
基
づ
い
て
当
時
の
仏
名
経
の

流
布
状
況
お
よ
び
そ
の
変
遷
を
跡
付
け
、
そ
れ
が
「
中
国
仏
教
」
の
確
立
過

程
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。
以
下
、
歴

代
経
録
お
よ
び
一
切
経
に
関
す
る
情
報
や
そ
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
［
小

野
玄
妙
一
九
九
九
］［
川
口
二
〇
〇
〇
］［
野
沢
二
〇
一
五
］［
仏
教
史
学
会
二

〇
一
七
］
に
専
ら
拠
り
つ
つ
、
ま
た
仏
名
経
の
展
開
に
つ
い
て
は
［
汪
娟
二

〇
〇
七
Ｂ
］
が
概
略
ま
と
め
て
い
る
の
で
そ
れ
を
道
し
る
べ
と
し
つ
つ
、
筆

者
独
自
の
観
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
仏
名
経
の
流
布
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。
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（
一
）
出
三
蔵
記
集

　

総
合
的
な
経
録
と
し
て
中
国
最
古
の
も
の
は
前
秦
の
道
安
（
三
一
四

－

三

八
五
（
に
よ
る
『
綜
理
衆
経
目
録
』
が
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
現
存
し
な

い
。
現
在
我
々
が
目
に
し
得
る
最
も
古
い
経
録
は
、
南
朝
・
梁
の
僧
祐
（
四

四
五

－

五
一
八
（
に
よ
る
『
出
三
蔵
記
集
』
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
上
述
『
綜

理
衆
経
目
録
』
の
内
容
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。『
出
三
蔵
記
集
』
に
見
え
る

仏
名
経
類
を
抽
出
し
て
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
、【
表
一
】
で
あ
る
。

　

巻
二
に
収
め
ら
れ
る
『
諸
方
仏
名
経
』（
一
巻
（・『
十
方
仏
名
』（
一
巻
（・

『
百
仏
名
』（
一
巻
（
の
三
種
は
「
経
今
闕
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

僧
祐
自
身
は
見
て
い
な
い
。
同
様
に
、
巻
四
の
後
半
に
あ
る
『
不
思
議
功
徳

経
』（
二
巻
（・『
賢
劫
五
百
仏
名
』（
一
巻
（・『
現
在
十
方
仏
名
』（
一
巻
（・

『
過
去
諸
仏
名
』（
一
巻
（・『
千
五
百
仏
名
』（
一
巻
（・『
三
千
仏
名
経
』（
一

巻
（・『
五
千
七
百
仏
名
経
』（
一
巻
（
の
七
種
も
ま
た
、「
詳
校
群
録
。
名
数

已
定
。
並
未
見
其
本
。」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
種
経
典
目
録
か
ら

経
名
と
巻
数
が
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
僧
祐
自
身
は
実
物
を
見
て

い
な
い
。
さ
ら
に
巻
十
二
の
『
諸
仏
名
』（
十
巻
（
も
、
南
齊
の
竟
陵
文
宣
王

法
集
録
か
ら
の
引
用
に
過
ぎ
な
い
。

　

従
っ
て
、
二
十
九
種
記
載
さ
れ
て
い
る
仏
名
経
の
う
ち
、
僧
祐
が
自
身
の

目
で
実
際
に
見
た
も
の
は
十
八
種
に
す
ぎ
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド

発
祥
の
仏
教
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
由
で
中
国
に
伝
え
ら
れ

た
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
言
え
ば
、
仏
典
の
流
伝
に
お
い
て
江
南
地
方
は
概

し
て
後
進
地
域
た
る
を
免
れ
な
い（

（
（

。
逆
に
、
そ
う
し
た
地
理
的
な
環
境
に
あ

【
表
一
】　『
出
三
蔵
記
集
』
所
載
仏
名
経
類

卷
次

収
録
佛
名
經
名

備
考

二

諸
方
佛
名
經
一
卷

經
今
闕
。
晉
武
帝
時
、
沙
門
竺
法
護
到

西
域
、
得
胡
本
還
。

十
方
佛
名
一
卷

百
佛
名
一
卷

賢
劫
千
佛
名
經
一
卷

晉
孝
武
帝
時
、
天
竺
沙
門
竺
曇
無
蘭

在
揚
州
謝
鎮
西
寺
撰
出
。

稱
揚
諸
佛
功
德
經
三
卷

（
一
名
集
華
（

晉
安
帝
時
。
天
竺
沙
門
鳩
摩
羅
什
。
以

偽
秦
姚
興
弘
始
三
年
至
長
安
。
於
大

寺
及
逍
遙
園
譯
出

現
在
佛
名
經
三
卷

宋
文
帝
時
。
天
竺
摩
訶
乘
法
師
求
那

跋
陀
羅
。
以
元
嘉
中
及
孝
武
時
。
宣
出

諸
經
。
沙
門
釋
寶
雲
及
弟
子
菩
提
法

勇
傳
譯

四

諸
經
佛
名
二
卷

右
八
百
四
十
六
部
、
凡
八
百
九
十
五

卷
。
新
集
所
得
、
今
並
有
其
本
、
悉
在

經
藏
。

有
稱
十
方
佛
名
得
多
福
經
一
卷

（
抄
（

三
千
佛
名
經
一
卷

千
佛
因
縁
經
一
卷

過
去
五
十
三
佛
名
一
卷

（
出
藥
王
藥
上
觀
亦
出
如
來
藏
經
（

五
十
三
佛
名
經
一
卷

三
十
五
佛
名
經
一
卷

（
出
決
定
毘
尼
經
（

八
部
佛
名
經
一
卷

十
方
佛
名
經
一
卷　

賢
劫
千
佛
名
經
一
卷

（
唯
有
佛
名
與
曇
無
蘭
所
出
四
諦

經
千
佛
名
異
（
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り
な
が
ら
こ
れ
だ
け
の
仏
名
経
が
南
朝
・
梁
に
あ
っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
評

価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
巻
二
の
『
賢
劫
千
仏
名
経
』
や
『
現
在
仏

名
経
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
晋
孝
武
帝
・
劉
宋
文
帝
の
と
き
に
江
南
で
訳
出
し

た
も
の
で
あ
る
事
実
に
、
江
南
に
お
け
る
仏
教
の
盛
ん
な
る
様
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
て
中
国
に
仏
教
が
定
着
し
て
ゆ
く
過
程

で
仏
名
経
が
広
く
流
布
し
て
い
た
状
況
が
理
解
で
き
る
。

（
二
）
仁
寿
録

　

次
に
、
隋
代
に
目
を
移
そ
う
。
隋
が
開
皇
九
年
（
五
八
九
（
に
陳
を
滅
ぼ

し
て
南
北
朝
を
統
一
し
た
結
果
、
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
た
仏
教
界
も
ま
た

統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
南
北
朝
末
期
よ
り
一
切
経
を
編
纂

稱
揚
百
七
十
佛
名
經
一
卷

（
或
云
百
七
十
佛
名
（

德
内
豐
嚴
王
佛
名
經
一
卷
（
抄
（

南
方
佛
名
經
一
卷
（
冶
城
寺
經
（

滅
罪
得
福
佛
名
經
一
卷

受
持
佛
名
不
堕
悪
道
經
一
卷

不
思
議
功
德
經
二
卷

詳
校
群
録
。
名
數
已
定
。
並
未
見
其

本
。

賢
劫
五
百
佛
名
一
卷

現
在
十
方
佛
名
一
卷

過
去
諸
佛
名
一
卷

千
五
百
佛
名
一
卷

三
千
佛
名
經
一
卷

五
千
七
百
佛
名
經
一
卷

一
二
諸
佛
名
十
卷

齊
太
宰
竟
陵
文
宣
王
法
集
錄
序
第
二

す
る
試
み
は
各
所
に
て
始
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
こ
う
し
て
全
国
の
各
寺
院

に
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
漢
訳
仏
典
が
広
く
収
集
さ
れ
て
大
興
城
（
長

安
（
に
集
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
集
大
成
と
も
い
う

べ
き
大
蔵
経
（
一
切
経
（
が
編
纂
さ
れ
る
と
と
も
に
経
録
も
新
た
に
作
成
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
一
切
経
編
纂
の
基
準
を
確
定
さ
せ
る
た

め
に
大
興
善
寺
の
僧
侶
に
勅
命
が
下
っ
て
編
纂
さ
れ
た
経
録
が
、
法
経
の
手

に
な
る
『
衆
経
目
録
』、
通
称
『
法
経
録
』（
開
皇
十
四
年
、
五
九
四
（
で
あ

り
、
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
大
興
善
寺
の
翻
経
学
士
で
あ
っ
た
費
長
房
が
個

人
的
に
作
成
し
た
も
の
が
『
歴
代
三
宝
紀
』（
開
皇
十
七
年
、
五
九
七
（
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、『
出
三
蔵
記
集
』
な
ど
過
去
の
経
録
や

各
寺
院
の
所
蔵
目
録
な
ど
を
集
め
て
互
い
に
參
照
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
経
典
の
一
つ
一
つ
を
実
際
に
見
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
結
果
、
情
報
が
少
な
か
ら
ず
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
が
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
欠
点
を
克
服
す
べ
く
、
新
た
に
勅
命
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
た
の
が

彦
琮
ら
に
よ
る
『
衆
経
目
録
』（
仁
寿
二
年
、
六
〇
二
（、
別
名
『
隋
仁
寿
内

典
録
』（
あ
る
い
は
『
仁
寿
録
』、『
彦
琮
録
』
と
も
い
う
。
本
稿
で
は
以
下
、

『
仁
寿
録
』
で
統
一
す
る
（
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
際
に
経
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い

る
経
典
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
情
報
の
信
頼
性
は
高
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
『
仁
寿
録
』
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ

る
仏
名
経
類
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
【
表
二
】
で
あ
る
。

　

全
部
で
三
十
一
種
、
う
ち
最
後
の
『
易
行
品
諸
仏
名
経
』
の
み
闕
本
で
あ

る
が
、
そ
の
他
の
三
十
種
は
全
て
大
興
善
寺
の
経
蔵
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
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の
で
あ
る
。『
出
三
蔵
記
集
』
所
収
の
二
十
九
種
と
ほ
ぼ
同
じ
数
で
は
あ
る

が
、
内
容
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
出
三
蔵
記
集
』
で
は
闕

本
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
う
ち
、『
不
思
議
功
徳
経
』（
二
巻
（・『
百
仏
名

（
経
（』（
一
巻
（
と
『
賢
劫
五
百
仏
名
』（
一
巻
（・『
現
在
十
方
仏
名
』（
一

巻
（・『
千
五
百
仏
名
』（
一
巻
（
が
『
仁
寿
録
』
で
は
闕
本
に
な
っ
て
い
な

い
。
こ
の
う
ち
『
百
仏
名
（
経
（』
に
つ
い
て
は
、『
仁
寿
録
』
で
「
大
隋
開

皇
年
崛
多
訳
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
『
出
三
蔵
記
集
』
に
収
め
ら
れ

て
い
る
は
ず
は
な
く
、
経
名
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
異
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る（
（
（

。
そ
の
他
の
三
種
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
梁
の
僧
祐
の
手
許
に
無
か
っ

た
も
の
が
、
全
国
を
統
一
し
た
隋
の
大
興
善
寺
に
は
集
め
ら
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
統
一
王
朝
が
出
現
し
た
影
響
が
仏
教
界
に
も
及
ん
で
い
た

こ
と
、
ま
た
新
訳
経
典
が
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、『
出
三
蔵

記
集
』
よ
り
も
『
仁
寿
録
』
の
方
が
圧
倒
的
に
収
録
さ
れ
る
仏
名
経
が
増
え

て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
上
に
見
た
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
変
化

【
表
二
】　『
仁
寿
録
』
所
載
仏
名
経
類

卷
次

収
録
佛
名
經
名

備
考

佛
名
經
十
二
卷

（
後
魏
世
菩
提
留
支
於
相
州
譯
（

單
本
、
大
乘
之
部

十
二
佛
名
經
一
卷

（
大
隋
開
皇
年
崛
多
譯
（

百
佛
名
經
一
卷

（
大
隋
開
皇
年
耶
舍
譯
（

不
思
議
功
德
經
二
卷

（
一
名
功
德
經
（

千
佛
因
縁
經
一
卷

八
部
佛
名
經
一
卷

二

八
佛
名
經
一
卷

（
大
隋
開
皇
年
崛
多
譯
（

重
翻
、
大
乘
之
部
／
八
吉
祥
經
一
卷

（
梁
三
藏
僧
伽
婆
羅
譯
（

三

佛
名
經
一
卷
（
出
華
嚴
經
（

大
乘
別
生
經

賢
劫
千
佛
名
經
一
卷
（
出
賢
劫
經
（

過
去
五
十
三
佛
名
經
一
卷

（
出
藥
王
藥
上
經
（

受
持
佛
名
不
墮
惡
趣
經
一
卷

大
乘
別
生
抄

佛
名
經
十
卷

佛
名
經
一
部
三
卷

諸
經
佛
名
二
卷

十
方
佛
名
經
一
部
二
卷

三
世
三
千
佛
名
一
卷

三
千
佛
名
一
卷

十
方
佛
名
功
德
經
一
卷

現
在
十
方
佛
名
一
卷

千
五
百
佛
名
一
卷

千
佛
名
一
卷

現
在
千
佛
名
一
卷

過
去
千
佛
名
一
卷

當
來
星
宿
劫
千
佛
名
一
卷

南
方
佛
名
經
一
卷

賢
劫
五
百
佛
名
一
卷

五
百
七
十
佛
名
一
卷

百
七
十
佛
名
一
卷

同
號
佛
名
一
卷

四

八
方
根
源
八
十
六
佛
名
經
一
卷

疑
僞

五

易
行
品
諸
佛
名
經
一
卷

闕
本



二
三
八

が
な
い
の
は
、
姿
を
消
し
た
仏
名
経
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
現

在
仏
名
経
』（
三
巻
（・『
有
称
十
方
仏
名
得
多
福
経
』（
一
巻
（・『
五
十
三
仏

名
経
』（
一
巻
（・『
三
十
五
仏
名
経
』（
一
巻
（・『
徳
内
豊
厳
王
仏
名
経
』（
一

巻
（・『
滅
罪
得
福
仏
名
経
』（
一
巻
（
の
六
種
は
、『
出
三
蔵
記
集
』
で
は
「
在

経
蔵
」
と
さ
れ
て
い
な
が
ら
、『
仁
寿
録
』
で
は
逆
に
姿
を
消
し
て
い
る
。
初

期
の
「
雑
多
な
」
仏
名
経
類
は
そ
の
多
く
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
現
在
は
見

ら
れ
な
い
が
、
実
は
隋
の
時
点
で
既
に
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

る
。

（
三
）
開
元
録

　

次
に
、
唐
代
の
状
況
を
確
認
す
る
。
唐
王
朝
で
も
隋
に
引
き
続
き
、
大
蔵

経
お
よ
び
経
録
の
編
纂
は
度
々
行
わ
れ
た
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
道
宣
に

よ
る
『
大
唐
内
典
録
』（
麟
徳
元
年
、
六
六
四
（、
静
泰
ら
の
手
に
な
る
『
衆

経
目
録
』（
麟
徳
二
年
、
六
六
五
。
以
下
、『
静
泰
録
』（、
武
周
期
の
『
大
周

刊
定
衆
経
目
録
』（
天
冊
萬
歳
元
年
、
六
九
五
。
以
下
、『
武
周
録
』（、
玄
宗

期
の
『
開
元
釈
教
録
』（
開
元
十
八
年
、
七
三
〇
。
以
下
、『
開
元
録
』（、『
貞

元
新
定
釈
教
目
録
』（
貞
元
十
六
年
、
八
〇
〇
。
以
下
、『
貞
元
録
』（
な
ど
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
も
の
は
『
開
元
録
』
で
あ
り
、
そ
の
巻
十

九
・
二
十
の
「
入
蔵
目
録
」
は
そ
の
後
長
い
間
、
大
蔵
経
を
編
纂
す
る
際
の

入
蔵
基
準
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
開
元
録
』
の
「
入
蔵
目
録
」

（
以
下
、『
開
元
入
蔵
録
』（
に
見
え
る
仏
名
経
を
一
覧
表
に
し
、
参
考
と
し
て

巻
十
四
「
闕
本
目
録
」（
以
下
、『
開
元
闕
本
録
』（、
巻
十
八
「
偽
妄
乱
真
録
」

所
収
の
仏
名
経
を
も
附
し
た
も
の
が
【
表
三
】
で
あ
る
。

　
「
闕
本
目
録
」
冒
頭
三
経
は
、
同
本
異
訳
で
「
一
存
一
闕
」
や
「
一
存
二

闕
」
の
よ
う
に
、
あ
る
も
の
は
現
存
し
て
い
る
が
他
は
闕
本
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
含
め
て
十
七
種
の
仏
名
経
が
『
開

元
闕
本
録
』
に
入
っ
て
い
る
。
当
然
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
『
出
三
蔵
記
集
』

と
『
仁
寿
録
』
の
両
方
も
し
く
は
一
方
に
「
存
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
み
る
と
、『
諸
経
仏
名
』（
二
巻
（、

『
三
千
仏
名
経
』（
一
巻
（、『
称
揚
百
七
十
仏
名
経
』（
一
巻
（、『
南
方
仏
名

経
』（
一
巻
（、『
受
持
仏
名
不
墮
惡
道
経
』（
一
巻
（、『
賢
劫
五
百
仏
名
』（
一

巻
（、『
現
在
十
方
仏
名
経
』（
一
巻
（、『
千
五
百
仏
名
』（
一
巻
（
の
八
種
は

『
仁
寿
録
』
で
は
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。『
仁
寿
録
』
か
ら
『
開
元
録
』

ま
で
の
百
年
余
り
の
間
に
も
ま
た
、
多
く
の
仏
名
経
が
姿
を
消
し
た
こ
と
が

【
表
三
】　『
開
元
録
』
所
載
仏
名
経
類

卷
次
収
録
佛
名
經
名

備
考

一
四

百
佛
名
經
一
卷
／
西
晉
三
藏
竺
法
護
譯
（
第
一
譯
（；

右

一
經
前
後
兩
譯
。
一
存
一
闕

闕
本
目
錄

稱
揚
諸
佛
功
德
經
三
卷
（
一
名
集
華
（
／
姚
秦
三
藏
鳩
摩

羅
什
譯
（
第
一
譯
（・
現
在
佛
名
經
三
卷
（
一
名
華
敷
現
在

佛
名
（
／
宋
天
竺
三
藏
求
那
跋
陀
羅
譯
（
第
二
譯
（；

右
二

經
同
本
前
後
三
譯
。
一
存
二
闕
（
藏
中
一
本
。
合
是
元
魏

代
譯
。
中
有
晉
言
之
字
。
未
詳
所
以
（

賢
劫
千
佛
名
經
一
卷
／
後
漢
失
譯
（
房
云
。
唯
有
佛
名
。

與
曇
無
蘭
所
出
四
諦
經
千
佛
名
異
（；

右
一
佛
名
出
賢
劫

經
中
異
譯
闕
本
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分
か
る
。

　

そ
の
一
方
で
、『
開
元
録
』
で
初
め
て
登
場
し
た
仏
名
経
も
あ
る
。
そ
の
一

つ
は
『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
開
元
録
』
巻
六
に

三
劫
三
千
佛
名
經
、
三
卷
。（
原
注
：
過
去
莊
嚴
劫
千
佛
名
經
、
卷
上
。

現
在
賢
劫
千
佛
名
經
、
卷
中
。
未
來
星
宿
劫
千
佛
名
經
、
卷
下
。
見
長

房
入
藏
錄
。
彼
為
三
本
經
、
今
合
為
一
部
。（

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
「
過
去
」「
現
在
」「
未
来
」
の
そ
れ
ぞ
れ

別
箇
の
「
千
仏
名
経
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、『
開
元
録
』
の
段
階

で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
純
粋
な
「
初
登
場
」
と
は

言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
も
『
八
仏
名
号
経
』（
一

巻
（、『
十
二
仏
名
神
咒
経
』（
一
巻
（、『
五
千
五
百
仏
名
経
』（
八
巻
（、『
受

諸
方
佛
名
功
德
經
一
卷
（
祐
無
功
德
字
（
／
西
晉
三
藏
竺

法
護
譯

十
方
佛
名
經
一
卷
（
祐
無
經
字
（
／
西
晉
三
藏
竺
法
護
譯

諸
經
佛
名
二
卷
（
今
疑
不
思
議
功
德
經
是
（
／
後
漢
失
譯

三
千
佛
名
經
一
卷
／
後
漢
失
譯

稱
揚
百
七
十
佛
名
經
一
卷

（
亦
直
名
百
七
十
佛
名
今
疑
出
稱
揚
功
德
經
（
／
後
漢
失

譯南
方
佛
名
經
一
卷
（
舊
云
一
名
治
城
寺
經
者
誤
也
（
／
後

漢
失
譯

滅
罪
得
福
佛
名
經
一
卷
／
後
漢
失
譯

受
持
佛
名
不
墮
惡
道
經
一
卷
／
後
漢
失
譯

賢
劫
五
百
佛
名
一
卷
／
北
涼
失
譯

十
方
佛
名
經
一
卷
（
一
本
作
千
方
疑
錯
（

現
在
十
方
佛
名
經
一
卷

過
去
諸
佛
名
一
卷

千
五
百
佛
名
一
卷

五
百
七
百
佛
名
經
一
卷
（
或
云
五
百
七
十
（

一
八

佛
名
經
十
六
卷

（
本
經
雖
真
、
以
有
偽
雜
、
編
之
於
此
。
或
十
二
卷
（

僞
妄
亂
眞
錄

八
方
根
原
八
十
六
佛
名
經
一
卷
（
亦
云
根
本
（

四
讚
偈
及
七
佛
名
字
禮
懺
經
一
卷

廣
七
階
佛
名
一
卷
（
觀
藥
王
藥
上
菩
薩
經
佛
名
一
卷
（

略
七
階
佛
名
一
卷
（
已
上
三
階
法
等
於
中
多
題
人
集
錄
字

其
廣
題
目
具
如
脚
注
（

一
九

八
佛
名
號
經
一
卷
四
紙

大
乘
入
藏
目
錄

十
二
佛
名
神
呪
經
一
卷

（
題
云
十
二
佛
名
神
呪
校
量
功
德
除
障
滅
罪
經
（
六
紙

百
佛
名
經
一
卷
六
紙

稱
揚
諸
佛
功
德
經
三
卷
（
亦
名
集
諸
佛
花
經
一
名
集
花
經

一
名
現
在
佛
名
經
或
四
卷
（
五
十
七
紙

佛
名
經
十
二
卷

（
或
云
十
三
卷
或
分
為
二
十
卷
（
二
百
五
十
三
紙

三
劫
三
千
佛
名
經
三
卷

（
莊
嚴
劫
上
賢
劫
中
星
宿
劫
下
（
五
十
九
紙

五
千
五
百
佛
名
經
八
卷
一
百
三
十
一
紙

不
思
議
功
德
諸
佛
所
護
念
經
二
卷

（
或
直
云
不
思
議
功
德
經
或
四
卷
（
三
十
七
紙

受
持
七
佛
名
號
所
生
功
德
經
一
卷
（
四
紙
（

八
部
佛
名
經
一
卷
（
亦
云
八
佛
經
（
三
紙

二
〇
三
十
五
佛
名
禮
懺
文
一
卷
二
紙

（
大
唐
不
空
三
藏
新
譯
眾
經
論
及
念
誦
儀
軌
法
等
（

小
乘
入
藏
目
錄



二
四
〇

持
七
仏
名
号
所
生
功
徳
経
』（
一
巻
（、『
三
十
五
仏
名
礼
懺
文
』（
一
巻
（
の

五
種
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
『
八
仏
名
号
経
』・『
十
二
仏
名
神
咒
経
』・

『
五
千
五
百
仏
名
経
』
の
三
種
は
、
実
は
『
歴
代
三
宝
紀
』
で
初
め
て
登
場
し

た
仏
名
経
で
、
隋
の
開
皇
年
間
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
る
二
種
は

と
も
に
唐
代
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
で
、
訳
者
は
そ
れ
ぞ
れ
『
受
持
七
仏
名
号

所
生
功
徳
経
』
は
玄
奘
、『
三
十
五
仏
名
礼
懺
文
』
は
不
空
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
見
て
き
た
、「
姿
を
消
し
た
」
仏
名
経
の
多
く
が
「
失
訳
」
だ
っ
た
の
と
は

対
照
的
に
、
訳
者
の
は
っ
き
り
し
た
、
い
わ
ば
「
素
性
」
の
は
っ
き
り
し
た

仏
名
経
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、『
開
元
入
蔵
録
』
に
見
え
る
仏
名
経
は
す
べ
て
現

在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
『
大
正
蔵
』
に
も
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
開
元
入
蔵
録
』
が
そ
の
後
の
大
蔵
経
の
入
蔵
基
準
と
さ
れ
、
開
宝
蔵
以
降
の

印
刷
大
蔵
経
に
お
け
る
入
蔵
基
準
も
ま
た
基
本
的
に
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
い

た
と
い
う
「
常
識
」
か
ら
見
れ
ば
、
至
極
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
。

そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
に
見
た
よ
う
に
『
開
元
録
』
に
至

る
ま
で
に
多
く
の
仏
名
経
が
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ

こ
に
一
つ
の
大
き
な
画
期
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
仏
名

経
散
逸
の
流
れ
が
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
果
た

し
て
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
四
）
経
録
か
ら
見
る
仏
名
経
の
流
布
・
受
容
状
況

　

仏
名
経
が
散
逸
し
て
ゆ
く
様
を
こ
う
し
て
眺
め
て
い
る
と
、
ど
う
も
戦
乱

な
ど
の
不
可
抗
力
に
よ
り
散
逸
し
た
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
も
の
が
少
な
か

ら
ず
含
ま
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ

う
。
ま
ず
、『
出
三
蔵
記
集
』
で
は
存
し
て
い
た
が
『
仁
寿
録
』
に
お
い
て
闕

本
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
時
期
と
し
て
南
北
朝
末
期
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
戦
乱
が
原
因
で
散
逸
し
た
も
の
が
一
定
数
あ
っ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
仁
寿
録
』
か
ら
『
開
元
録
』
に
か
け
て
闕
本
と
な
っ

た
も
の
も
、
一
部
は
隋
末
唐
初
の
混
乱
期
に
散
逸
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、『
開
元
闕
本
録
』
に
見
え
る
仏
名
経
の
中
、『
十
方
仏
名
経
』（
一

巻
（（
同
名
の
も
の
が
二
種
あ
り
（・『
諸
経
仏
名
』（
二
巻
（・『
南
方
仏
名
経
』

（
一
巻
（・『
滅
罪
得
福
仏
名
経
』（
一
巻
（・『
受
持
仏
名
不
堕
悪
道
経
』（
一

巻
（
の
六
種
は
、
実
は
『
武
周
録
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
五
・
巻
十
一
に
収
録

さ
れ
て
い
な
が
ら
「
闕
本
目
録
」（
巻
十
二
（
に
は
見
え
な
い
。
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
時
点
で
は
い
ま
だ
散
逸
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

『
武
周
録
』
か
ら
『
開
元
録
』
に
至
る
ま
で
お
よ
そ
三
十
五
年
（
上
記
参
照
（、

こ
の
間
に
は
も
ち
ろ
ん
、
武
則
天
に
対
す
る
張
柬
之
の
ク
ー
デ
タ
や
、
後
の

玄
宗
・
李
隆
基
に
よ
る
韋
后
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
な
ど
政
治
的
な
大
事
件
は

起
き
て
い
る
も
の
の
、
仏
典
が
散
逸
す
る
よ
う
な
戦
乱
は
起
き
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
別
の
要
因
に
よ
っ
て
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
上
に
指
摘
し
た
「
訳
者
」
の
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。「
失
訳
」
の
仏
名
経
が
相
次
い
で
姿
を
消
し
て
い
く
一
方
で
、
新
た
に
北

朝
末
以
降
、
訳
者
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
仏
名
経
が
登
場
し
、
そ
れ
ら
は
隋

唐
を
通
じ
て
の
み
な
ら
ず
、
現
在
に
至
る
ま
で
一
つ
と
し
て
散
逸
し
て
い
な



「
中
国
仏
教
」
の
確
立
と
仏
名
経

二
四
一

い
。
こ
の
客
観
的
事
実
は
、
何
等
か
の
「
意
図
」
が
そ
こ
に
働
い
て
い
た
こ

と
を
示
唆
す
る
。
中
国
仏
教
が
ま
さ
し
く
確
立
せ
ん
と
す
る
南
北
朝
末
期
か

ら
唐
初
に
か
け
て
、
仏
教
界
は
権
威
の
確
立
に
努
め
て
い
た
。
そ
の
流
れ
の

中
で
経
録
が
盛
ん
に
編
纂
さ
れ
た
そ
の
目
的
の
一
つ
は
、
各
経
典
に
対
し
て

価
値
判
断
を
下
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
最
も
分
か
り
や
す
い
基
準
は
、
真
経
か

疑
偽
経
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
う
し
て
疑
偽
経
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ

り
、
権
威
を
確
立
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
基
準
は
こ
れ
だ
け

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
訳
者
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
基
準
も
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
一
定
の
合
理
性

は
あ
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
仏
名
経
の
散
逸
・
伝
存
状
況
か
ら
は
、
そ
の

可
能
性
が
大
い
に
見
て
取
れ
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
取
捨
選
択
の
基
準
が
あ
る
。
実
は
『
開
元
録
』
に
見

え
る
仏
名
経
は
、「
闕
本
目
録
」（
巻
十
四
（
と
「
入
蔵
目
録
」（
巻
十
九
・
二

十
（
所
載
の
も
の
が
、
そ
の
全
て
で
は
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
闕
本
録
に

も
入
蔵
録
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
の
箇
所
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る

仏
名
経
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
巻
十
六
の
「
支
派
別
行
録
」
―
別
生

経
、
す
な
わ
ち
あ
る
経
典
か
ら
一
部
の
み
抄
出
さ
れ
た
も
の
―
に
収
め
ら

れ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
示
す
。

三
十
五
仏
名
経
一
巻
（
出
決
定
毘
尼
経
。（

仏
名
経
一
巻
（
已
上
七
経
、
並
出
旧
華
厳
経
。（

宝
海
如
来
等
十
方
百
七
十
仏
名
経
一
巻
（
陳
録
云
、
抄
称
揚
功
徳
経
。

亦
云
、
礼
仏
功
徳
経
。
新
編
上
。（

徳
内
豊
厳
王
仏
名
経
一
巻
（
祐
録
云
、
抄
今
検
、
称
揚
功
徳
経
上
巻
有

此
仏
名
、
即
出
彼
経
上
巻
也
。
新
編
上
。（

過
去
五
十
三
仏
名
経
一
巻
（
亦
云
五
十
三
仏
名
経
。
出
観
薬
王
薬
上

経
。（

賢
劫
千
仏
名
経
一
巻
（
出
賢
劫
経
。（

有
称
十
方
仏
名
得
多
福
経
一
巻
（
祐
録
云
、
抄
。
陳
録
云
、
抄
央
崛
経

第
三
巻
。
新
編
上
。（

同
号
仏
名
経
一
巻
（
三
紙
。
新
編
上
。
…
祐
録
云
、
抄
而
不
指
所
出
。

於
中
菩
薩
諸
苦
行
経
、
検
見
其
本
是
抄
不
疑
。
亦
未
知
出
何
経
律
。
其

六
浄
等
四
経
、
今
並
見
其
本
還
是
抄
経
。（

易
行
品
諸
仏
名
経
一
巻
（
法
経
録
云
、
出
十
住
毘
婆
沙
。
或
即
与
前
易

行
法
同
。（

　

こ
れ
ら
別
生
経
は
抄
出
と
い
う
そ
の
性
格
上
、
特
に
入
蔵
の
必
要
の
な
い

も
の
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
入
蔵
の
基
準
を
示
し
た
の
が
こ
の
「
支
派
別
行

録
」
と
言
わ
れ
る
。
要
す
る
に
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
は
入
蔵
の
必
要
が

な
い
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
こ
こ
に
挙
げ
た

中
で
「
入
蔵
目
録
」
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
『
賢
劫
千
仏
名
経
一
巻
』
の
み
、

し
か
も
そ
れ
は
単
体
と
し
て
で
は
な
く
、『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
の
中
の
一
巻

と
し
て
、
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
が
『
開
元
闕
本
録
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い（

（
（

、
と
い
う
こ
と



二
四
二

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
『
開
元
録
』
編
纂
時
に
は
い
ま
だ
散
逸
し

て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、『
同
号
仏
名
経
一
巻
』
の
箇
所
で
は

「
今
並
見
其
本
還
是
抄
経
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
智
昇
が
そ
の
実
物
を
見
て
い

た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
西
崇
福
寺
の
経
蔵
に
は
現
存
し
て
い

た
が
、
入
蔵
基
準
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
も
同

様
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
仏
名
経
―
と
い
う
よ
り
、
こ
の
『
開
元
録
』

の
「
支
派
別
行
録
」
に
収
録
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
経
典
―
は
、
現
在
に
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
『
開
元
入
蔵
録
』
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
後
世
に
お
い
て
も
入
蔵
す
る
こ
と
な
く
、
特
に
印
刷
大
蔵
経
が
盛
行
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
後
、
全
く
打
ち
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
ど
の
段
階
で
散
逸
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
実
際
の

と
こ
ろ
『
貞
元
録
』
の
こ
の
あ
た
り
の
記
載
情
報
は
全
く
『
開
元
録
』
を
踏

襲
し
て
お
り
、『
貞
元
録
』
編
纂
時
の
状
況
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
の
か
疑

わ
し
く
、
あ
て
に
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
印
刷
大
蔵
経
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
宋
以
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
入
蔵
基
準
が
『
開
元
入
蔵
録
』
に
置

か
れ
た
が
た
め
に
、
そ
れ
以
外
の
経
典
は
早
晩
姿
を
消
す
運
命
に
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
確
実
に
言
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
開
元
録
』
以
後
、
仏
名
経

類
の
散
逸
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
、
と
前
節
末
尾
で
述
べ
た
の
は

厳
密
に
い
え
ば
そ
う
「
見
え
る
」
だ
け
で
、
実
際
に
は
そ
の
後
も
宋
代
に
か

け
て
散
逸
し
て
い
っ
た
仏
名
経
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
開
元
入
蔵

録
』
に
入
ら
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

上
に
見
て
き
た
推
移
は
、
一
言
で
い
え
ば
「
淘
汰
」
と
い
う
表
現
が
最
も

ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
こ
う
し
た
「
淘
汰
」
と
表
裏
の
関
係
と
し
て
、「
増
広
」

と
い
う
傾
向
も
見
て
取
れ
る
。
現
存
し
て
い
る
仏
名
経
の
う
ち
、
仏
名
の
羅

列
を
中
心
と
す
る
初
期
仏
名
経
の
名
残
り
を
色
濃
く
留
め
て
い
る
も
の
に
『
三

劫
三
千
仏
名
経
』（
三
巻
（
と
『
仏
説
仏
名
経
』（
十
二
巻
本
（
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
仏
名
経
と
し
て
は
大
部
の
部
類
に
属
す
る
。
前
者
は
、
も
と
は
過

去
・
現
在
・
未
来
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
千
仏
名
経
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も

の
が
、『
開
元
録
』
の
段
階
で
合
し
て
一
本
と
さ
れ
た
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。

失
訳
経
と
し
て
歴
代
経
録
に
著
録
さ
れ
つ
つ
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
唯
一
の

仏
名
経
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
合
わ
せ
た
体
系
的
と
い

っ
て
よ
い
そ
の
構
成
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
北
魏
の
菩
提
流

支
の
訳
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
、
原
典
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
ま

た
そ
の
内
容
に
一
貫
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
菩
提
流
支
と
そ
の
周
辺
の
グ
ル

ー
プ
が
、
様
々
な
仏
典
か
ら
仏
名
を
抜
粋
し
て
（
あ
る
い
は
小
部
の
仏
名
経

を
合
糅
し
て
（
成
立
し
た
可
能
性
が
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
井
ノ
口
一
九

九
五
］［
塩
入
一
九
六
六
］［
柴
田
一
九
七
五
］。
こ
こ
に
見
て
き
た
仏
名
経
の

流
布
・
伝
存
状
況
か
ら
見
て
も
、
小
部
の
仏
名
経
を
合
糅
し
て
成
立
し
た
と

い
う
推
測
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
部
の
初
期
仏
名
経
類
が
「
淘

汰
」
さ
れ
て
い
っ
た
背
景
に
、
十
二
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
の
成
立
が
あ
る

と
考
え
る
と
、
辻
褄
が
合
う（

（
（

。

　

以
上
、
経
録
か
ら
見
る
に
南
北
朝
末
期
か
ら
唐
前
期
に
か
け
て
、
仏
名
経

に
は
「
淘
汰
」
お
よ
び
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
と
し
て
「
増
広
」
と
い
う
潮
流
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が
見
て
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
淘
汰
」
と
は
自
然
淘
汰
で
は
な
く
、
人
為

的
な
淘
汰
、
で
あ
る
。
そ
の
基
準
は
、
一
．
疑
偽
経（

（
（

、
二
．
失
訳
経
、
三
．

別
生
経（

（
（

、
と
い
う
三
点
に
集
約
で
き
る
。
要
す
る
に
、「
淘
汰
」
と
「
増
広
」

と
い
う
潮
流
の
背
後
に
透
け
て
見
え
る
の
は
、
総
じ
て
い
え
ば
長
安
仏
教
界

の
「
権
威
性
」
を
求
め
る
志
向
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二　

敦
煌
出
土
写
本
か
ら
見
る
仏
名
経
の
流
布
状
況

　

中
国
仏
教
の
歴
史
の
中
で
、
敦
煌
の
立
ち
位
置
は
一
種
独
特
の
も
の
が
あ

る
。
一
方
で
は
、
イ
ン
ド
発
祥
の
仏
教
が
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
中
国
に
流
入

す
る
う
え
で
、
敦
煌
は
中
国
の
玄
関
口
に
当
た
り
、
い
わ
ば
仏
教
受
容
の
最

先
進
地
と
い
う
地
位
を
占
め
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
「
中

国
仏
教
」
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
隋
か
ら
唐
前
半
に
か
け
て
、
そ
の
中
心
は

長
安
に
あ
っ
た
。
仏
教
が
中
国
に
受
容
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
仏
教
（
教

団
（
と
時
々
の
政
権
と
の
関
係
は
、
時
と
し
て
弾
圧
な
ど
あ
っ
た
も
の
の
基

本
的
に
は
深
い
関
係
を
築
い
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
特
に
隋
か
ら
唐
前
半

期
、
た
と
え
ば
前
章
で
見
て
き
た
法
経
録
以
後
、
相
次
い
で
数
次
に
わ
た
っ

て
勅
命
（
も
し
く
は
後
か
ら
「
勅
命
」
の
形
を
与
え
る
（
に
よ
っ
て
経
録
が

編
纂
さ
れ
、
あ
る
い
は
全
国
各
州
に
官
寺
を
建
立
す
る
な
ど
と
い
う
一
大
事

業
も
含
め
て
、
お
よ
そ
中
国
仏
教
の
確
立
に
果
た
し
た
隋
唐
王
朝
の
役
割
は

極
め
て
大
き
い
。
む
し
ろ
、
隋
唐
両
王
朝
主
導
の
も
と
中
国
仏
教
が
確
立
さ

れ
た
と
い
う
表
現
こ
そ
が
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
中
国
仏

教
が
確
立
さ
れ
る
隋
唐
期
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
地
は
や
は
り
長
安
で
あ
っ

て
逆
に
敦
煌
は
辺
境
の
地
位
た
ら
ざ
る
を
得
な
い（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
敦
煌
に

は
「
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
流
入
す
る
仏
教
を
中
国
で
最
初
に
受
容
す
る
地
」
と
、

「
長
安
か
ら
発
信
さ
れ
る
『
中
国
仏
教
』
の
格
式
を
受
け
入
れ
る
辺
境
の
地
」

と
い
う
二
面
性
が
あ
っ
た（

（（
（

。
そ
し
て
そ
れ
は
、
概
ね
南
北
朝
末
か
ら
唐
初
に

か
け
て
を
画
期
と
し
て
、
前
者
か
ら
後
者
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
、
も
し
く

は
前
者
に
後
者
が
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
、
仏
名
経
の
流
布
状

況
か
ら
読
み
解
い
て
み
た
い
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
敦
煌
に
お
け
る
仏
名
経
の
流
布
状
況
を
確
認
す
る
。
尚
、

流
布
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
三
つ
の
方
面
か
ら
検
索
し
て
み

た
。
一
つ
は
、
そ
の
仏
名
経
の
写
本
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、

写
本
自
体
は
現
存
し
て
い
な
い
が
敦
煌
寺
院
の
蔵
経
録
な
ど
の
写
本
中
に
そ

の
経
典
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
同
じ
く
写
本
は
現

存
し
て
い
な
い
も
の
の
、
敦
煌
写
経
の
題
記
中
な
ど
に
そ
の
経
典
名
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
四
】
で
あ

る（
（1
（

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
敦
煌
写
経
は
往
時
（
南
北
朝
か
ら
北
宋
初
期
（
の

敦
煌
に
お
け
る
仏
典
の
流
布
状
況
を
網
羅
的
に
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
上
記
三
つ
の
方
面
か
ら
検
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の

確
度
を
以
て
敦
煌
に
お
け
る
仏
名
経
の
流
布
状
況
を
復
元
で
き
る
も
の
と
思

う
。
少
な
く
と
も
、「
な
か
っ
た
」
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
が
、「
あ
っ
た
」

こ
と
は
確
実
に
言
え
る
。
以
下
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
分
析
を
進
め
る
。

　

目
に
つ
く
の
は
や
は
り
、
長
安
仏
教
界
と
は
異
な
る
敦
煌
独
自
の
様
相
で

あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
敦
煌
出
土
の
仏
名
経
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
論
文



二
四
四

を
発
表
し
て
き
た
［
山
口
二
〇
〇
八
］［
山
口
二
〇
〇
九
］［
山
口
二
〇
一
一
］。

そ
れ
は
、
歴
代
経
録
あ
る
い
は
『
大
正
蔵
』
か
ら
確
認
で
き
る
「
伝
統
的
な
」

あ
る
い
は
「
正
統
的
な
」
仏
名
経
と
は
や
や
異
な
る
特
徴
を
そ
こ
に
見
出
だ

し
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
八
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』・
二
十
巻
本
『
仏

説
仏
名
経
』（

（1
（

・『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』・『
現
在
十
方
千
五
百
仏
名
並
雑
仏
同

号
』・『
七
階
礼
仏
名
経
』
の
五
種
は
い
ず
れ
も
、
歴
代
経
録
に
そ
の
名
が
見

え
ず
、
従
っ
て
経
典
そ
の
も
の
も
伝
存
し
て
い
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
敦
煌
出

土
写
本
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。『
十
方
千
五

百
仏
名
経
』
と
『
現
在
十
方
千
五
百
仏
名
並
雑
仏
同
号
』
の
二
種
は
『
大
正

蔵
』
に
収
め
ら
れ
る
（
第
（1
冊
・
経
集
部
、N

o.111

／
第
85
冊
・
疑
似
部
、

N
o.1915

（
が
、
と
も
に
敦
煌
写
本
か
ら
移
録
し
た
の
で
あ
っ
て
、
伝
世
経

典
で
は
な
い
。『
七
階
礼
仏
名
経
』
は
、
あ
る
い
は
『
開
元
録
』
の
「
偽
妄
乱

真
録
」
に
載
せ
る
所
の
「
広
七
階
礼
仏
名
経
」「
略
七
階
礼
仏
名
経
」
の
ど
ち

ら
か
が
こ
れ
に
当
た
る
可
能
性
も
あ
る（

（5
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
は
三
階
教
の

典
籍
で
あ
り
、
疑
偽
経
と
し
て
中
原
で
は
排
除
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

疑
偽
経
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
同
じ
く
『
開
元
録
』
に
お
い
て
疑

偽
経
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
が
、
敦
煌
で
発

【
表
四
】　
敦
煌
出
土
仏
名
経
類

敦
煌
出
土
佛
名
經
類

傳
存
状
況
寫
本
番
號

備
考

歴
代

經
錄

（
現
在
（
賢
劫
千
佛
名

經
一
卷
（
ま
た
は
二
卷
（

寫
本

S111（

ほ
か

1
系
統
の
テ
キ
ス
ト

［
山
口
二
〇
〇
九
］

有

未
來
星
宿
劫
千
佛
名
經

一
卷

寫
本

S1111

　

有

稱
揚
諸
佛
功
德
經
三
卷

寫
本

S1891

　

有

諸
經
佛
名
二
卷　

寫
本

BD
11111

　

有

不
思
議
功
德
諸
佛
所
護

念
經
二
卷

寫
本

BD
111（1

　

有

五
千
五
百
佛
名
經
八
卷

寫
本

S（115

ほ
か
　

有

佛
名
經
十
二
卷

寫
本

S1811
ほ
か
　

有

佛
名
經
十
六
卷

寫
本

S1151
ほ
か
　

有

佛
名
經
十
八
卷

寫
本

※
注
（1
參
照
　

無

佛
名
經
二
十
卷

寫
本

S15（（

ほ
か
　

無

十
方
千
五
百
佛
名
經

寫
本

書
博118

ほ
か　

無

現
在
十
方
千
五
百
佛
名

並
雜
佛
同
號

寫
本

S1（81

ほ
か
　

無

萬
五
千
佛
名
經

寫
本

S1755

ほ
か

十
二
巻
本
『
佛
説
佛

名
經
』
の
異
名

無

七
階
佛
名
經

寫
本

S59

ほ
か

『
廣
七
階
佛
名
經
』

『
略
七
階
佛
名
經
』

と
の
関
係
不
明

無

千
佛
因
縁
經
一
卷

藏
經
錄

P.ch.11（1

ほ
か

龍
興
寺
（
吐
蕃
期
（

有

八
部
佛
名
經
一
卷　

藏
經
錄

P.ch.11（1

ほ
か

龍
興
寺
（
吐
蕃
期
（

有

八
佛
名
號
經
一
卷

藏
經
錄

P.ch.1817

ほ
か

龍
興
寺
（
吐
蕃
期
（

有

受
持
七
佛
名
號
所
生
功

德
經

藏
經
錄

P.ch.1851

ほ
か

龍
興
寺
、
靈
圖
寺

（
吐
蕃
～
帰
義
軍
期
（
有

十
方
佛
名

題
記

上
博
（1

（11（8

（

禮
无
量
壽
佛
求
生
彼

國
文
（
西
魏
大
統
（7

年
（

有
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見
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
十
二
巻
本
を
も
と
に
し
て
『
馬

頭
羅
刹
偽
経
』
な
ど
を
加
え
、
仏
名
自
体
の
配
列
な
ど
も
若
干
改
変
を
加
え

て
十
六
巻
に
分
巻
し
た
も
の
で
あ
る
［
井
ノ
口
一
九
九
五
］。
も
と
と
な
っ
た

十
二
巻
本
は
真
経
に
分
類
さ
れ
る
が
、
付
加
部
分
が
偽
経
な
の
で
、『
開
元

録
』
で
は
「
偽
妄
乱
真
録
」
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
貞
元
録
』
で
は
あ

ら
た
め
て
入
蔵
録
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
（
の

こ
と
。
敦
煌
は
す
で
に
吐
蕃
期
に
入
っ
て
お
り
、
敦
煌
で
こ
れ
が
流
布
し
て

い
た
の
は
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
中
原
の
事
情
と
は
関
係
な
い
。
断
片
も
含
め

る
と
比
較
的
多
数
の
写
本
が
残
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
唐
後
半
期
以
降
、

す
な
わ
ち
吐
蕃
期
か
ら
帰
義
軍
期
の
写
本
の
よ
う
で
あ
る
。
特
に
有
名
な
の

が
、
貞
明
六
年
（
九
二
〇
（
五
月
十
五
日
の
題
記
を
持
つ
、
曹
氏
帰
義
軍
政

権
に
よ
る
大
々
的
な
写
経
事
業
に
よ
る
写
本
で
あ
る
。［
池
田
一
九
九
〇
］
に

よ
れ
ば
こ
の
題
記
を
持
つ
写
本
は
十
五
種
あ
り
、
さ
ら
に
は
こ
の
題
記
を
持

つ
贋
作
ま
で
あ
る
［
山
口
二
〇
〇
九
］。
写
本
に
よ
っ
て
多
少
文
字
の
異
同
は

あ
る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
題
記
で
あ
る
。

敬
寫
大
佛
名
經
貳
伯
捌
拾
捌
卷
。
惟
願
城
隍
安
泰
。
百
姓
康
寧
。

府
主
尚
書
曹
公
。
己
躬
永
壽
。
繼
紹
長
年
。
合
宅
支
羅
。
常
然
慶
吉
。

於
時
大
梁
貞
明
陸
年
歳
次
庚
辰
五
月
十
五
日
寫
記
。

十
六
巻
を
全
部
で
十
八
部
（
帰
義
軍
期
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
敦
煌
の
十
八

大
寺
［
藤
枝
一
九
五
九
］
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
（
写
経
す
る
と
二
百
八

十
八
巻
と
な
る
。
政
権
主
催
の
写
経
事
業
で
こ
の
よ
う
に
大
々
的
に
写
経
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
相
当
程
度
受
容
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
中
原
で
は
北
宋
以
後
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
仏
名
経
で
あ
っ
て
も
、
現
存
の
も

の
と
敦
煌
発
見
の
も
の
で
は
様
相
を
異
に
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
『
賢

劫
千
仏
名
経
』
で
あ
り
、［
山
口
二
〇
〇
九
］
は
ま
さ
し
く
こ
の
点
を
指
摘
し

た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
『
大
正
蔵
』
で
は
『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
の
中
の

一
巻
と
し
て
『
現
在
賢
劫
千
仏
名
経
』
が
あ
る
が
、
実
は
宋
本
系
と
明
本
系

の
二
種
が
並
存
し
て
い
る
（
と
も
に
第
（1
冊
、N

o.117

（。
両
者
が
、
仏
名

号
（
お
よ
び
そ
の
排
列
（
の
相
違
、
仏
名
数
の
相
違
、
さ
ら
に
懺
悔
文
の
有

無
な
ど
、
顯
著
な
相
違
を
示
す
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
［
井
ノ
口

一
九
九
五
］、
筆
者
は
宋
本
系
・
明
本
系
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
写
本
系
統
が

敦
煌
写
本
中
に
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
は
両
者
の
特
徴
を
半
分

ず
つ
備
え
て
い
る
よ
う
な
、
中
間
の
写
本
群
が
あ
る
こ
と
も
発
見
し
た
。
要

す
る
に
、
三
つ
の
写
本
系
統
が
あ
る
。
中
原
と
は
異
な
る
姿
で
本
経
が
流
伝

し
て
い
た
様
子
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
原
で
は
前
章

で
述
べ
た
よ
う
に
、『
開
元
録
』
以
降
は
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
本
を
あ
わ

せ
て
『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
と
し
、
そ
の
形
で
現
在
ま
で
伝
存
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
敦
煌
で
は
『
現
在
賢
劫
千
仏
名
経
』
は
二
十
点
以
上
の
写
本
が

残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
『
過
去
荘
厳
劫
千
仏
名
経
』
は
一
点
も
残
さ
れ
て
お

ら
ず（

（7
（

、『
未
来
星
宿
劫
千
仏
名
経
』
も
一
点
の
み
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
要

す
る
に
、『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
と
し
て
三
本
を
一
揃
に
し
て
流
布
し
て
い
た
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わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
も
、
敦
煌
と
中
原
と
の
相
違
を

物
語
っ
て
い
る
。

　

で
は
敦
煌
独
自
一
色
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。「
長
安
か
ら

発
信
さ
れ
る
『
中
国
仏
教
』
の
格
式
」
を
ど
の
程
度
受
け
入
れ
て
い
た
の
か
、

と
い
う
点
を
確
認
し
て
み
よ
う
。【
表
四
】
か
ら
見
る
と
、『
開
元
入
蔵
録
』

所
載
の
仏
名
経
十
二
種
の
中
、
ほ
と
ん
ど
は
敦
煌
に
も
流
布
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
い
く
つ
か
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
現
在
我
々

が
目
に
し
う
る
敦
煌
写
本
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に

は
当
時
の
敦
煌
に
流
布
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

『
大
唐
内
典
録
』
と
い
っ
た
中
原
編
纂
の
経
録
が
敦
煌
に
も
流
布
し
て
い
た
こ

と
が
現
存
し
て
い
る
敦
煌
写
本
か
ら
確
認
さ
れ
、
し
か
も
敦
煌
寺
院
の
首
寺

た
る
龍
興
寺
の
蔵
経
録
（P.ch.1111

な
ど
（
の
内
容
は
『
大
唐
内
典
録
』
に

基
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
［
方
広
錩
一
九
九
七
］［
方
広
錩
二
〇
〇
六
］、
敦

煌
寺
院
が
中
原
由
来
の
経
録
に
基
づ
い
て
蔵
経
を
揃
え
て
い
た
、
あ
る
い
は

揃
え
よ
う
と
し
て
い
た
痕
跡
が
窺
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
長
安
で
整
え
ら
れ
た

漢
訳
仏
典
の
規
範
は
、
間
違
い
な
く
敦
煌
に
も
及
ん
で
い
た
と
結
論
付
け
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、『
開
元
録
』
そ
の
も
の
の
写
本
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
述

の
吐
蕃
期
の
龍
興
寺
蔵
経
録
が
『
大
唐
内
典
録
』
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、『
開
元
録
』
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
［
方

広
錩
二
〇
〇
六
］。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
開
元
録
』
で
疑
偽
経
と
さ
れ
た
十

六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
が
敦
煌
で
盛
行
し
て
い
た
の
も
、
ま
た
『
開
元
録
』

で
は
『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
と
さ
れ
た
も
の
が
敦
煌
で
は
ど
う
も
そ
う
で
は

な
か
っ
た
ら
し
い
、
と
い
う
の
も
全
て
そ
の
背
景
と
し
て
『
開
元
録
』
の
影

響
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
る
と
辻
褄
は
あ
う
。『
開
元
録
』
が
完
成
し

て
間
も
な
く
唐
朝
は
安
史
の
乱
の
惨
禍
に
み
ま
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
河
西
地
方

は
吐
蕃
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
時
代
状
況
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
繰
り
返
す
が
吐
蕃
期
に
お
い
て
『
大
唐
内
典
録
』
を

基
準
と
す
る
蔵
経
録
が
作
成
さ
れ
る
な
ど
、
長
安
発
の
規
範
を
一
定
程
度
受

容
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
決
し
て
長
安
仏
教
界
の
影
響
を
意
図
的

に
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

ま
た
長
安
仏
教
界
と
軌
を
一
に
す
る
現
象
と
し
て
、
前
章
で
指
摘
し
た
「
淘

汰
と
増
広
」
と
い
う
潮
流
を
敦
煌
写
本
の
上
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
『
諸
経
仏
名
』（
二
巻
（
は
巻
上
が
一
点
の
み
敦
煌
で
発
見
さ
れ
て

い
る
が
（BD

11111

（、
こ
れ
は
［
章
光
池
二
〇
〇
八
］［
方
広
錩
・
李
際
寧
・

黄
霞
二
〇
一
六
］
に
よ
れ
ば
五
～
六
世
紀
の
南
北
朝
期
写
本
で
あ
る
。
ま
た

写
本
は
現
存
し
て
い
な
い
が
題
記
に
そ
の
名
が
確
認
さ
れ
る
『
十
方
仏
名
』

（
上
博
一
六
（
も
ま
た
南
北
朝
末
期
、
西
魏
大
統
十
七
年
の
写
本
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
前
章
で
見
て
き
た
「
淘
汰
」
さ
れ
て
い
っ
た
仏
名
経
で

あ
る
が
、
敦
煌
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
唐
以
降
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
さ

ら
に
、
中
原
未
伝
の
『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』
や
『
現
在
十
方
千
五
百
仏
名

並
雑
仏
同
号
』
も
こ
れ
ら
に
類
す
る
初
期
仏
名
経
と
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は

り
い
ず
れ
も
南
北
朝
末
期
か
ら
唐
初
の
写
本
が
そ
の
大
半
を
占
め
る（

（8
（

。
敦
煌

写
本
全
体
の
傾
向
と
し
て
八
～
十
世
紀
の
写
本
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
事
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情
に
照
ら
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
写
本
の
分
布
が
南
北
朝
か
ら
唐
初
に
偏
在
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
は
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
や

は
り
敦
煌
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
初
期
の
仏
名
経
は
唐
以
後
、
次
第
に
姿
を

消
し
て
い
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、『
仏
説
仏
名
経
』
が
盛

行
し
て
い
る
。
こ
れ
も
前
章
で
述
べ
た
が
、
初
期
の
雑
多
な
仏
名
経
が
淘
汰

さ
れ
て
ゆ
く
の
と
表
裏
の
関
係
で
、
仏
名
経
の
代
表
格
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
た
の
が
十
二
巻
本
の
『
仏
説
仏
名
経
』
で
あ
る
。
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た

『
仏
説
仏
名
経
』
に
は
、
十
二
巻
本
の
み
な
ら
ず
十
六
巻
本
・
十
八
巻
本
・
二

十
巻
本
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
写
本
の
数
は
他
の
仏
名
経

に
比
べ
て
段
違
い
に
多
く
、
ま
た
書
写
年
代
も
唐
か
ら
五
代
期
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
原
と
同
様
に
敦
煌
で
も
「
淘
汰
」
と
「
増
広
」

が
表
裏
の
関
係
で
進
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
十
六
巻
本
は
中
原
で
は
や
が
て
姿
を
消
し
、
十
八
巻
本
・
二

十
巻
本
は
そ
も
そ
も
中
原
未
伝
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
敦
煌
に

お
け
る
仏
名
経
の
流
布
状
況
は
総
体
と
し
て
、
中
原
と
は
異
な
る
側
面
が
目

に
付
く
。

三　

日
本
奈
良
朝
に
お
け
る
仏
名
経
の
受
容
状
況

　

最
後
に
、
日
本
の
奈
良
時
代
に
お
け
る
仏
名
経
の
受
容
状
況
を
見
て
み
た

い
。
こ
の
時
期
の
日
本
に
お
け
る
仏
典
の
受
容
状
況
を
知
る
た
め
に
は
、「
正

倉
院
文
書
」
と
い
う
恰
好
の
材
料
が
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
こ
こ
に
は
八
世

紀
に
東
大
寺
写
経
所
で
行
っ
た
写
経
事
業
に
関
す
る
帳
簿
が
大
量
に
含
ま
れ

る
。
こ
の
時
期
の
東
大
寺
と
い
え
ば
単
な
る
一
仏
教
寺
院
で
は
な
く
、
朝
廷

と
密
接
に
結
び
つ
い
た
特
別
な
寺
院
で
あ
り
、
奈
良
朝
は
国
家
的
事
業
と
し

て
全
国
に
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
を
建
立
し
た
が
、
そ
の
頂
点
に
位
置
す
る
の

が
他
で
も
な
い
、
東
大
寺
で
あ
っ
た
。
し
か
も
奈
良
朝
に
お
い
て
は
遣
唐
使

と
い
う
国
家
の
正
式
使
節
を
通
じ
て
唐
朝
か
ら
仏
教
を
受
容
し
て
い
た
。
従

っ
て
、「
正
倉
院
文
書
」
に
残
さ
れ
た
仏
典
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
当
時
に

お
け
る
日
本
の
仏
教
受
容
の
最
先
端
の
状
況
を
、
ほ
ぼ
網
羅
的
に
反
映
し
て

い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
正
倉
院
文
書
」
中
に
見
え
る
仏
典
の
索
引
と
し
て
、［
木
本
一
九
八
九
］

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
仏
名
経
類
を
抽
出
し
て
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
【
表
五
】

で
あ
る
。
全
部
で
三
十
八
種
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
倉
院
文
書
中
に
見
え
る
経

典
名
を
そ
の
ま
ま
移
録
し
た
こ
と
に
よ
る
重
複
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
実
際

に
は
も
っ
と
少
な
い
。
例
え
ば
『
三
劫
三
千
仏
名
経
』・『
三
劫
仏
名
経
』・

『
三
世
仏
名
経
』・『
三
千
三
劫
仏
名
経
』・『
三
千
仏
名
経
』
な
ど
は
、
全
て
が

別
箇
の
経
典
と
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
、
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
た
め
、
一
字
で
も
異
な
る
部
分
が
あ
れ
ば
別
箇
の
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は

扱
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
同
様
に
、『
十
二
仏
名
神
咒
経
』
や
『
受
持
七
仏

名
号
所
生
功
徳
経
』
に
つ
い
て
も
同
本
異
名
と
思
し
き
経
名
が
見
え
る
が
、

こ
の
表
で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
箇
に
表
示
し
て
い
る
。
ま
た
、『
仏
名
経
』
も
巻
数

表
示
の
な
い
も
の
は
別
箇
に
表
示
し
て
あ
る
が
、
現
実
に
は
ほ
と
ん
ど
が
十

六
巻
・
十
二
巻
・
十
巻
・
三
巻
・
一
巻
の
ど
れ
か
に
當
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
重
複
分
を
除
外
し
て
も
、
少
な
く
と
も
二
十
八
種
程
度
は
あ
っ
た
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こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
か
ら
二
つ
の
側
面
を
指
摘
で
き
る
。

　

一
つ
は
、
長
安
仏
教
界
の
影
響
が
極
め
て
強
く
見
て
取
れ
る
と
い
う
こ
と
。

『
開
元
入
蔵
録
』
に
見
え
る
十
一
種
の
う
ち
十
種
ま
で
こ
こ
に
確
認
で
き
る
。

要
す
る
に
、
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。『
開
元
録
』
に
つ
い
て
は

天
平
七
年
（
七
三
五
（
に
玄
昉
が
将
来
し
、
そ
の
「
入
蔵
録
」
一
〇
七
六
部

五
〇
四
八
巻
を
目
標
に
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
（
に
光
明
皇
后
発
願
の
写
経

事
業
（
五
月
一
日
経
（
が
行
わ
れ
た
（
写
経
自
体
は
天
平
八
年
か
ら
開
始
（

こ
と
が
有
名
で
あ
る
［
皆
川
一
九
六
二
］。
七
三
〇
年
に
完
成
し
た
『
開
元

録
』
を
そ
の
五
年
後
に
は
早
く
も
輸
入
し
て
翌
年
か
ら
写
経
を
開
始
し
て
お

り
、
ま
た
『
開
元
録
』
に
お
い
て
「
初
登
場
」
し
た
『
三
劫
三
千
仏
名
経
』

は
正
倉
院
文
書
中
に
多
数
確
認
で
き
る
。『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
の
最
も
早
い

事
例
は
『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
（
九
巻
三
〇
四
頁
に
見
え
る
、
天
平
十
八

年
（
七
四
六
（
十
二
月
十
日
の
日
付
を
持
つ
「
写
一
切
経
経
師
手
実
」
で
あ

る
（
続
々
集
（9

－

8
（（

（9
（

。『
開
元
録
』
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
敦
煌
と

は
大
き
く
様
相
が
異
な
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、『
開
元
入
蔵

録
』
所
載
の
全
て
が
こ
の
時
期
に
入
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
唯
一
こ
こ

に
見
え
な
い
の
は
『
三
十
五
仏
名
礼
懺
文
』、
こ
れ
は
八
世
紀
前
半
に
不
空
が

訳
出
し
た
小
乗
仏
典
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
日
本
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
当
時
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
の

受
容
は
基
本
的
に
民
間
で
は
な
く
、
国
家
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
り
、
奈
良
朝
が
長
安
仏
教
界
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
あ
る
意
味

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
実
は
そ
の
反
面
、
長
安
仏
教
界
と
は
や
や
異
な
る
側
面
を
も
見
出

だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
『
開
元
闕
本
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
一

七
種
の
仏
名
経
の
う
ち
、
正
倉
院
文
書
で
は
『
三
千
仏
名
経
』（
一
巻
本
（・

『
十
方
仏
名
経
』・『
称
揚
百
七
十
仏
名
経
』・『
南
方
仏
名
経
』・『
滅
罪
得
福
仏

名
経
』
の
四
種
が
確
認
で
き
る
。
全
て
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
（
正
月

【
表
五
】　
正
倉
院
文
書
所
見
仏
名
経
類

觀
藥
王
上
佛
名
經
一
卷

受
持
七
佛
名
號
功
德
經

賢
劫
千
佛
名
經
一
卷

受
持
七
佛
名
號
所
生
功
德
經

現
在
賢
劫
千
佛
名
經
一
卷

受
持
七
佛
名
子
功
德
經

五
十
三
佛
名
經
一
卷

稱
讃
七
佛
名
功
德
經

五
千
五
百
佛
名
經
八
卷

稱
揚
百
七
十
佛
名
經

五
千
佛
名
經
八
卷

諸
佛
名
經
二
卷

三
劫
三
千
佛
名
經
三
卷

千
佛
名
經
一
卷

三
劫
佛
名
經

南
方
佛
名
經

三
世
佛
名
經

八
佛
名
號
經

三
千
三
劫
佛
名
經

八
部
佛
名
經

三
千
佛
名
經
三
卷

百
佛
名
經

三
千
佛
名
經
一
卷

不
思
議
功
德
經
二
卷

七
佛
名
號
經

佛
名
經
十
二
卷

十
方
千
五
百
佛
名
經
一
卷

佛
名
經
十
卷

十
方
佛
名
經
一
卷

佛
名
經
三
卷

十
二
佛
名
經

佛
名
經
十
六
卷

十
二
佛
名
神
咒
經

佛
名
經
一
卷

十
二
佛
名
神
咒
校
量
功
德
經

佛
名
經
（
卷
數
表
示
無
し
（

十
二
佛
名
神
咒
校
量
功
德
除
障
滅
罪
經
滅
罪
得
福
佛
名
經
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四
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二
十
五
日
の
「
応
写
経
目
録
」（

11
（

に
見
え
る
。「
応
に
写
経
す
べ
き
目
録
」
と
い

う
こ
と
は
、
あ
る
い
は
こ
の
当
時
や
は
り
現
存
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も

あ
る
が（

1（
（

、
重
要
な
の
は
「
当
然
写
経
す
べ
き
」
と
見
な
し
て
い
た
事
実
で
あ

る
。
つ
ま
り
、『
開
元
入
蔵
録
』
所
載
の
仏
典
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
れ

以
外
の
仏
典
を
も
積
極
的
に
、
貪
欲
に
集
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、『
開
元
録
』「
支
派
別
行
録
」
所
収
の
い
わ
ゆ
る
「
別

生
経
」
も
数
点
、
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、『
五
十

三
仏
名
経
』
と
『
仏
名
経
（
一
巻
（』
の
二
種
で
あ
る
。
前
者
は
前
述
し
た

「
応
写
経
目
録
」
に
見
え
、
後
者
は
数
箇
所
に
見
え
る
が
、
最
も
遅
い
も
の
で

宝
亀
二
年
（
七
七
一
（
の
「
奉
写
一
切
経
経
師
上
帙
手
実
帳
」
に
、
閏
三
月

十
日
の
日
付
と
と
も
に
「
土
師
守
山
解
／
写
奉
仏
名
経
一
巻
（
用
十
九
（」
と

あ
る（

11
（

。
上
述
し
た
よ
う
に
、『
開
元
録
』
は
早
く
も
天
平
年
間
に
将
来
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
く
写
経
事
業
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
『
開
元
録
』

に
お
い
て
意
図
的
に
「
排
除
」
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
別
生
経
が
、
そ
れ
か

ら
半
世
紀
近
く
立
っ
た
宝
亀
年
間
に
お
い
て
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
た
と
は
驚

き
で
あ
る
。「
闕
本
録
」
所
載
の
も
の
が
偶
々
手
許
に
あ
っ
た
か
ら
使
う
、
と

い
う
の
と
は
わ
け
が
違
う
。
明
ら
か
に
、
意
図
的
に
『
開
元
入
蔵
録
』
の
基

準
を
無
視
し
て
い
る
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
要
す
る
に
、
長
安
仏
教
界

は
疑
偽
経
を
始
め
と
し
て
、
失
訳
経
や
別
生
経
を
も
な
る
べ
く
排
除
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
仏
典
の
「
権
威
」
を
確
立
せ
ん
と
意
図
し
、
そ
う
し
た
規
範
を

策
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
日
本
で
は
順
守
す
べ
き
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
が
さ
ら
に
よ
く
分
か
る
の
が
、
疑
偽
経
で
あ
る
。
敦
煌
で
も
多
数
見

つ
か
っ
て
い
る
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
に
つ
い
て
は
、
近
年
日
本
の
い

く
つ
か
の
寺
院
で
古
写
経
が
発
見
さ
れ
、
概
ね
敦
煌
発
見
の
十
六
巻
本
と
そ

の
内
容
が
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
［
牧
田
一
九
九
五
］［
三
宅
二

〇
〇
七
］。
こ
れ
が
、
正
倉
院
文
書
中
に
も
数
箇
所
、
確
認
で
き
る（

11
（

。
の
み
な

ら
ず
、
実
は
驚
く
べ
き
こ
と
に
東
大
寺
写
経
所
由
来
の
写
本
そ
の
も
の
が
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
上
で
も
触
れ
た
、
か
の
有
名
な
「
五
月
一
日
経
」
で
あ

る
。「
五
月
一
日
経
」
は
全
部
で
一
〇
〇
〇
巻
近
く
現
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
中
に
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ま
、

そ
の
影
印
で
あ
る
［
飯
島
一
九
七
〇
］
で
確
認
す
る
と
、
こ
れ
は
そ
の
最
終

巻
、
巻
十
六
で
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
［
牧
田
一
九
九
五
］
に
載
せ
ら
れ
る
七

寺
発
見
の
十
六
巻
本
の
卷
十
六
と
合
致
す
る（

11
（

。『
開
元
入
蔵
録
』
に
基
づ
い
て

い
る
は
ず
の
「
五
月
一
日
経
」
で
、『
開
元
録
』
の
「
偽
妄
乱
真
録
」
に
載
せ

る
仏
典
を
写
経
し
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
当
時
の
奈
良
朝
廷
の
、

中
国
仏
教
あ
る
い
は
そ
の
仏
典
に
対
す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か（

15
（

。

　

先
に
『
開
元
録
』
の
受
容
状
況
に
つ
い
て
日
本
と
敦
煌
で
は
大
き
く
異
な

る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
う
し
て
仔
細
に
見
て
み
る
と
、
日
本
で
は
『
開

元
録
』
の
肝
と
も
い
う
べ
き
「
入
蔵
目
録
」、
そ
の
規
範
の
み
を
受
容
し
た
と

い
う
よ
り
、
そ
の
周
辺
に
広
が
る
、
い
わ
ば
規
範
か
ら
外
れ
た
要
素
を
も
積

極
的
に
取
り
込
ん
で
い
た
様
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
む
し



二
五
〇

ろ
敦
煌
と
の
間
に
積
極
的
な
共
通
点
を
す
ら
見
出
だ
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
の
一
つ
は
今
触
れ
た
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
で
あ
る
。
中
原
で
は
「
疑

偽
経
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
散
逸
し
た
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
が
、

敦
煌
で
は
か
な
り
盛
行
し
て
い
た
こ
と
を
前
章
で
述
べ
た
。
日
本
で
も
ま
た
、

今
見
て
き
た
よ
う
に
「
五
月
一
日
経
」
で
写
経
さ
れ
、
さ
ら
に
古
写
経
が
現

代
に
至
る
ま
で
複
数
の
寺
院
に
残
さ
れ
て
い
る
。
中
原
と
は
異
な
る
側
面
を
、

明
確
に
敦
煌
と
日
本
に
共
通
し
て
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
よ
り
注
目
に
値
す
る
の
が
『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』

で
あ
る（

11
（

。
こ
れ
は
誠
に
驚
く
べ
き
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ん
と
な

れ
ば
、
い
ま
述
べ
た
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
は
『
開
元
録
』
や
『
貞
元

録
』
に
著
録
さ
れ
、
し
か
も
『
貞
元
録
』
で
は
「
入
蔵
目
録
」
に
も
入
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
中
原
で
も
一
定
程
度
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国

歴
代
の
大
蔵
経
や
経
録
に
一
切
見
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中

原
で
は
―
少
な
く
と
も
教
団
主
導
の
仏
教
界
で
は
―
全
く
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
代
物
が
日
本
で
流
布
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
が
、「
長
安
仏
教
界
の
規
範
」
を
原

則
と
し
つ
つ
も
、
実
は
も
っ
と
多
様
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
確

に
示
す
極
め
て
興
味
深
い
事
実
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四　

仏
名
経
か
ら
見
る
「
中
国
仏
教
」
の
諸
相

　

以
上
、
歴
代
経
録
お
よ
び
敦
煌
、
日
本
奈
良
朝
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
仏

名
経
の
流
布
状
況
を
分
析
し
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
要
約
す
る
と
、
初
期
仏

名
経
は
基
本
的
に
失
訳
も
し
く
は
別
生
経
で
小
部
の
も
の
だ
っ
た
が
、
隋
か

ら
唐
初
に
か
け
て
、
王
朝
主
導
の
下
、
長
安
仏
教
界
に
お
い
て
「
中
国
仏
教
」

の
権
威
が
確
立
さ
れ
る
流
れ
に
呼
応
し
て
、
こ
れ
ら
は
散
逸
（
も
し
く
は
意

図
的
に
「
排
除
」（、
代
わ
っ
て
大
部
の
、
網
羅
的
な
構
成
を
備
え
た
、
あ
る

い
は
「
素
性
の
正
し
い
」
仏
名
経
が
残
り
、
一
旦
そ
の
規
範
が
確
立
さ
れ
る

や
、
そ
れ
は
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
敦
煌
で
も

こ
れ
と
同
様
の
潮
流
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画

す
様
相
も
ま
た
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
隋
唐
以
降
、
長
安
仏
教

界
の
影
響
を
一
定
程
度
蒙
り
つ
つ
も
、
そ
れ
と
は
異
な
る
仏
教
世
界
が
そ
れ

以
前
か
ら
、
そ
し
て
そ
れ
以
後
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
る
。

そ
う
し
て
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
六
世
紀
半
ば
、
ま
さ
し
く
中
国
仏

教
が
確
立
せ
ん
と
す
る
際
で
あ
り
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使
に
よ
り
本
格
的
に
仏

典
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
こ
に
は
明
確
に
長
安
仏
教
界
の
強
い

影
響
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
と
は
異
な
る
要
素
を
も

ま
た
、
断
片
的
な
が
ら
も
は
っ
き
り
と
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
長
安
仏

教
界
の
「
正
統
な
」
規
範
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
そ
の
周
辺
に
広
が
る
多
様

な
仏
教
世
界
を
貪
欲
に
摂
取
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
の
如
く
で
あ
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
て
本
章
で
見
て
ゆ
き
た
い
の
は
、「
正
統
な
」
仏
教
世
界
と

は
異
な
る
仏
教
世
界
、
教
団
で
は
な
く
、
よ
り
民
間
に
近
い
と
こ
ろ
に
広
が

っ
て
い
た
仏
教
世
界
の
一
端
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
前
章
で
は
十
六
巻
本
の
『
仏
説
仏
名
経
』
が
奈
良
時
代
の
日



「
中
国
仏
教
」
の
確
立
と
仏
名
経

二
五
一

本
に
齎
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
で
は
、
こ
れ
は
い
つ
、
ど
こ
か
ら
入
っ

て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
や
は
り
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
遣
唐
使
以
外
の
可

能
性
は
な
い
。
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
遣
唐
使
は
確
か
に
国
家
の
正
式
な
使

節
で
は
あ
る
が
、
彼
ら
が
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
物
は
、
必
ず
し
も
唐
朝
か
ら

の
下
賜
品
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
留
学
僧
や
そ
の
他
の
「
乗
船
人
」
た
ち

が
、
自
分
た
ち
で
市
中
な
ど
で
手
に
入
れ
あ
る
い
は
書
写
し
た
物
も
多
く
あ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
［
王
勇
二
〇
〇
五
］。
た
と
え
ば
、
何
回
も

の
失
敗
を
経
て
よ
う
や
く
日
本
に
渡
航
で
き
た
こ
と
で
有
名
な
鑑
真
も
ま
た
、

遣
唐
使
船
に
乗
っ
て
日
本
に
渡
っ
た
が
、
そ
れ
は
唐
朝
の
勅
命
を
受
け
た
わ

け
で
は
な
く
、
鑑
真
本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
事

績
を
記
し
た
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
は

天
寶
十
二
載
十
月
二
十
九
日
戌
時
從
龍
興
寺
出
…
…
所
將
如
來
肉
舍
利

三
千
粒
、
功
德
繡
普
集
變
一
鋪
、
阿
彌
陀
如
來
像
一
鋪
、
彫
白
栴
檀
千

手
像
一
軀
、
繡
千
手
像
一
鋪
、
救
世
觀
世
音
像
一
鋪
、
藥
師
・
彌
陀
・

彌
勒
菩
薩
瑞
像
、
各
一
軀
、
同
障
子
、
金
字
大
方
廣
佛
華
嚴
經
八
十
卷
、

大
佛
名
經
十
六
卷
…
…
（
波
線
筆
者
（

と
あ
っ
て
、
鑑
真
の
携
行
品
に
は
仏
舎
利
や
仏
像
な
ど
の
他
に
仏
典
も
多
数

あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
中
に
は
十
六
巻
本
『
大
仏
名
経
』（
＝
『
仏
説
仏
名

経
』（
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
こ
れ
よ

り
前
に
、
す
で
に
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
は
日
本
に
齎
さ
れ
て
い
た
は

ず
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
て
遣
唐
使
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
者
た
ち
に

よ
っ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
書
籍
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

天
宝
十
二
載
（
七
五
三
（
と
い
え
ば
『
開
元
録
』
が
完
成
し
て
二
十
数
年
、

『
貞
元
録
』
完
成
を
遡
る
こ
と
四
十
年
以
上
、
な
ぜ
、
鑑
真
は
疑
偽
経
に
分
類

さ
れ
て
い
る
本
経
を
携
行
品
に
加
え
た
の
か
。
お
そ
ら
く
は
、
十
六
巻
本
『
仏

説
仏
名
経
』
は
当
時
か
な
り
盛
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
後
『
貞
元
録
』
で
あ
ら
た
め
て
「
入
蔵
目
録
」
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。『
開
元
録
』
の
規
範
が
厳
密
に
順
守
さ
れ
て
い
る
中
で
、
あ
る
日
い
き

な
り
そ
こ
で
「
疑
偽
経
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
入
蔵
す
る
と
は
考
え
難
い
。

裏
を
返
す
と
、
長
安
仏
教
界
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
規
範
は
、
実
は
中
国
に
お

い
て
す
ら
絶
対
的
な
効
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
章
で
は
、『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』
が
中
原
未
伝
で
あ
り
な
が
ら
敦
煌
と

日
本
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
敦
煌
か
ら
長

安
を
飛
び
越
し
て
日
本
に
「
偶
然
」
飛
び
石
の
よ
う
に
伝
来
し
た
と
考
え
る

の
は
不
自
然
で
あ
っ
て
、
中
国
全
土
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
本
経
は
敦
煌

だ
け
で
な
く
よ
り
広
範
囲
に
流
布
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
遣
唐
使
（
も
し
く
は
遣
隋
使
（
が
そ
の
道
中
で
本
経
を
入
手
し
た

の
は
間
違
い
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
そ
の
想
定
さ
れ
る
流
布
地
域
に
は
当

然
、
長
安
も
含
ま
れ
る
。
本
稿
で
は
「
長
安
仏
教
界
」
と
い
う
語
を
多
用
し

て
い
る
が
、
こ
の
語
が
含
意
す
る
と
こ
ろ
は
地
理
的
な
概
念
の
み
な
ら
ず
、

社
会
階
層
と
し
て
仏
教
教
団
お
よ
び
そ
れ
に
近
い
階
層
を
指
し
て
い
る
こ
と
、

言
う
ま
で
も
な
い
。
同
じ
長
安
で
も
当
然
、
教
団
に
属
し
て
い
な
い
在
家
信
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者
は
相
当
多
数
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
場
」
で
流
布
し
て
い
た
も

の
は
、
必
ず
し
も
歴
代
経
録
に
著
録
さ
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。『
十
方
千

五
百
仏
名
経
』
と
は
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
状
況
を
我
々
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
、

ま
た
と
な
い
貴
重
な
歴
史
的
資
料
と
い
っ
て
よ
い
。

　

も
う
一
つ
、
長
安
仏
教
界
と
は
一
線
を
画
す
、
民
間
に
お
け
る
様
相
を
見

て
み
た
い
。『
初
学
記
』
巻
二
十
三
、「
仏
第
五
」
の
「
旃
檀
海
」
の
原
注
に

「
十
方
佛
名
經
曰
、
三
萬
億
日
月
燈
明
佛
。」
と
あ
る
。『
初
学
記
』
を
撰
し
た

徐
堅
は
武
周
か
ら
唐
玄
宗
期
に
か
け
て
の
人
、『
初
学
記
』
自
体
の
成
立
は
彼

の
死
の
前
年
、
開
元
十
六
年
（
七
二
八
（、
す
な
わ
ち
『
開
元
録
』
と
ほ
ぼ
同

時
期
で
あ
る
。『
十
方
仏
名
（
経
（』
は
【
表
三
】
に
あ
る
よ
う
に
、
二
種
の

訳
本
が
あ
っ
て
ど
ち
ら
も
『
開
元
録
』
で
は
「
闕
本
目
録
」
に
収
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
徐
堅
は
こ
の
ど
ち
ら
か
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
二
つ
の

こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
一
つ
は
、『
開
元
録
』
編
纂
当
時
、
そ
の
「
闕
本
目

録
」
に
載
せ
る
経
典
で
も
い
く
つ
か
は
民
間
に
ま
だ
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
、

と
い
う
こ
と（
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。『
開
元
録
』
は
あ
く
ま
で
も
智
昇
が
、
西
崇
福
寺
の
蔵
経
を
も

と
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
闕
本
目
録
」
も
ま
た
西
崇
福
寺
に
お
け
る

状
況
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
特
に
熱
心
な
仏
教
信
者
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
徐
堅

が
こ
の
経
典
を
見
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
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。
こ
こ
か
ら
、
教
団
組
織

か
ら
あ
る
程
度
距
離
を
置
い
た
層
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
仏
名
経
が
浸
透
し

て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
知
識
人
を
含
め
て
、
民
間
に
広
く
仏
教
が
受
容

さ
れ
て
い
た
、
そ
し
て
そ
の
中
に
あ
っ
て
仏
名
経
の
占
め
る
地
位
は
決
し
て

小
さ
く
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

同
じ
よ
う
に
、
知
識
人
層
に
仏
名
経
が
浸
透
し
て
い
た
様
子
を
も
う
少
し

見
て
み
よ
う
。『
封
氏
聞
見
記
』
巻
三
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
る
。

進
士
張
繟
、
漢
陽
王
柬
之
曾
孫
也
。
時
初
落
第
、
兩
手
奉
登
科
記
、
頂

戴
之
曰
、「
此
千
佛
名
經
也
。」
其
企
羡
如
此
。

こ
こ
か
ら
後
世
、
登
科
記
は
俗
に
「
千
仏
名
経
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
［
汪
娟
二
〇
〇
七
Ａ
］。
科
挙
の
合

格
者
名
簿
に
氏
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
様
を
仏
名
経
に
な
ぞ
ら
え
た
わ
け
で

あ
る
が
、「
千
仏
名
経
」
と
い
う
の
は
勿
論
【
表
二
】【
表
四
】
に
見
え
る
固

有
名
詞
と
し
て
の
呼
称
で
は
な
く
、
漠
然
と
仏
名
経
の
代
名
詞
の
よ
う
な
意

味
合
い
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
張
繟
そ
の
人
の
列
伝
は
な
い
が
、
そ
の
曾
祖
父

と
さ
れ
る
張
柬
之
は
、
か
の
武
周
王
朝
を
終
わ
ら
せ
た
ク
ー
デ
タ
で
著
名
な

人
物
、『
旧
唐
書
』
巻
九
十
一
・『
新
唐
書
』
巻
百
二
十
に
そ
れ
ぞ
れ
立
伝
さ

れ
て
い
る
が
、
や
は
り
熱
心
な
仏
教
徒
だ
っ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
話
は
、
一
般
社
会
に
広
く
、
深
く
仏
教
が
浸
透
し
て
い
る
そ
の
中
で

仏
名
経
が
占
め
る
地
位
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。

　

白
居
易
は
、
熱
心
な
仏
教
徒
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
が
、
彼
は
仏
名
経
に

つ
い
て
も
詠
ん
で
い
る
。『
白
氏
長
慶
集
』
巻
三
十
五
、「
戲
禮
經
老
僧
（
経

を
礼
す
る
老
僧
に
戯
る
（」
と
題
す
る
七
言
絶
句
で
あ
る
。
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中
国
仏
教
」
の
確
立
と
仏
名
経
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香
火
一
罏
燈
一
盞　
　

白
頭
夜
禮
佛
名
經

何
年
飲
着
聲
聞
酒　
　

直
到
如
今
醉
未
醒

こ
れ
は
、
老
僧
が
い
た
ず
ら
に
経
を
読
誦
す
る
ば
か
り
で
な
か
な
か
悟
り
に

至
ら
な
い
様
を
嘲
笑
し
て
い
る
。
白
居
易
の
よ
う
に
仏
教
に
深
く
親
し
み
、

深
い
造
詣
を
有
す
る
者
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
仏
名
経
と
は
蔑
視
の
対
象
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
然
、
こ
れ
は
「
正
統
な
」
教
団
の
観
点
に
よ

り
近
い
。
逆
に
ま
た
、
仏
名
経
を
読
誦
す
る
「
愚
昧
」
な
老
僧
を
嘲
笑
す
る

と
い
う
こ
と
は
、「
優
秀
な
学
問
僧
」
と
は
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
仏

名
経
に
対
す
る
需
要
が
あ
っ
た
と
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
彼
（
老

僧
（
に
と
っ
て
は
難
解
な
教
義
書
で
は
な
く
、
単
純
な
仏
名
経
こ
そ
が
必
要

だ
っ
た
。
こ
の
老
僧
に
具
体
的
な
モ
デ
ル
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
分
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
白
居
易
の
認
識
が
今
説
明
し
た
通
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
間
違
い
な
く
言
え
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
中
国
仏
教
に
お
け

る
仏
名
経
の
占
め
る
位
置
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

仏
名
経
と
い
う
、
こ
の
特
殊
な
仏
典
の
背
景
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
い
わ
ゆ
る
千
仏
思
想
、
あ
る
い
は
多
仏
信
仰
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

仏
と
い
う
の
は
唯
一
無
二
の
存
在
で
は
な
く
し
て
世
の
中
に
無
数
に
存
在
し

て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
（
賢
劫
（
の
み
な
ら
ず
、
過
去
（
荘
厳
劫
（
お
よ
び

未
来
（
星
宿
劫
（
に
ま
で
敷
衍
さ
れ
、
重
複
す
る
仏
名
号
も
多
数
あ
る
も
の

の
、
夥
し
い
数
の
仏
名
号
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
無
数
の
仏
と
は
即
ち
無

数
の
民
、「
衆
生
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
思
想
は
大
衆
の
救
済
を
目
的

と
す
る
信
仰
の
在
り
方
と
密
接
に
関
連
し
、
大
乗
仏
教
の
も
と
で
形
成
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
中
国

を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
に
ま
で
伝
え
ら
れ
、
そ
の
潮
流
の
中
で
仏
名

経
は
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
仏
名
経
の
背
景
に
は
も
う
一
つ
、
称
名

信
仰
と
い
う
重
要
な
要
素
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
名
を
声
に
出
し
て
「
称と
な

え

る
」
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
無
数
に
あ
る
仏
名
号
を
一
つ
ず

つ
唱
え
る
ご
と
に
、
罪
障
が
一
つ
一
つ
消
滅
し
て
ゆ
く
。
仏
名
会
と
い
う
法

会
で
は
、
導
師
に
従
っ
て
全
員
で
仏
名
経
に
記
さ
れ
る
仏
名
号
を
ひ
た
す
ら

唱
え
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
非
常
に
単
純
で
分
か
り
や
す
い
信
仰
形
態
で
あ
り
、

特
に
一
般
庶
民
に
と
っ
て
は
非
常
に
親
し
み
や
す
く
、
便
利
で
あ
り
が
た
い

信
仰
形
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
民
衆
仏
教
の
代
表
格
と
い
っ
て
も
よ
い
浄
土
教

が
称
名
念
仏
を
重
ん
じ
る
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
違
う
の
は
、
阿
弥
陀
信

仰
と
千
仏
思
想
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

仏
名
経
は
基
本
的
に
、
宗
派
と
は
関
係
が
な
い（
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。
多
仏
信
仰
と
称
名
信
仰

に
よ
っ
て
衆
生
の
救
済
を
目
指
す
仏
名
経
に
は
、
難
解
な
教
義
や
そ
の
解
釈

は
必
要
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仏
名
経
が
向
き
合
っ
て
い
る
の
は
高
度
な
知
識

を
持
つ
学
問
僧
で
は
な
く
、
民
衆
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
分
析

を
通
じ
て
、
庶
民
レ
ベ
ル
で
の
仏
教
の
在
り
方
の
一
斑
が
見
え
て
く
る
。
本

稿
の
目
的
は
そ
こ
に
あ
る
。
特
に
、
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
、

言
い
換
え
る
と
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
、
外
来
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
が
浸
透

し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
は
、
難
解
な
文
章
で
構
成
さ
れ
る
高
尚
な
仏
典
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
仏
名
経
の
よ
う
な
平
易
な
仏
典
が
あ
っ
て
こ
そ
、
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こ
こ
ま
で
広
く
（
西
は
敦
煌
か
ら
東
は
日
本
ま
で
（、
ま
た
深
く
定
着
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
教
団
を

中
心
と
す
る
「
正
統
な
」
仏
教
世
界
か
ら
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
冷
遇
さ

れ
て
き
た
。
こ
う
し
て
多
く
の
仏
名
経
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
そ
の
「
残
滓
」
を
摭
い
集
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
中
国
仏
教
」
が

確
立
す
る
以
前
に
お
い
て
仏
名
経
が
広
く
流
布
し
て
い
た
様
を
、
そ
し
て
「
中

国
仏
教
」
が
確
立
す
る
過
程
で
そ
れ
ら
が
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
様
を
、
ま
た

漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
辺
境
の
地
で
あ
る
敦
煌
や
日
本
に
こ
そ
、
そ
れ
ら
の

痕
跡
が
よ
り
多
く
残
さ
れ
て
い
る
様
を
見
て
き
た
。
以
て
、
仏
名
経
を
研
究

す
る
「
一
つ
」
の
意
義
を
示
せ
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

五　

仏
名
経
か
ら
見
る『
大
正
蔵
』
―
む
す
び
に
か
え
て
―

　

以
上
で
、
本
稿
で
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
ほ
ぼ
尽
き
た
。
最
後
に
、
蛇
足
な

が
ら
本
稿
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
を
、
今
後
の
展
望
と
し

て
簡
単
に
記
す
。

　

本
稿
に
お
け
る
最
大
の
「
眼
目
」
と
い
う
べ
き
『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』

は
、『
大
正
蔵
』
の
「
経
集
部
」
に
入
っ
て
い
る
。
同
じ
く
歴
代
の
大
蔵
経
や

経
録
に
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
敦
煌
出
土
写
本
か
ら
『
大
正
蔵
』
に
入
れ
ら

れ
た
も
の
に
『
現
在
十
方
千
五
百
仏
名
並
雑
仏
同
号
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
疑
似
部
・
古
逸
部
」
に
入
っ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
中
原
未
伝
、
今
ま
で
そ

の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
仏
名
経
で
あ
る
。
な
ぜ
一
方
は
「
経
集

部
」
で
、
他
方
は
「
疑
似
部
・
古
逸
部
」
な
の
か
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
は

ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
推
測
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
恐
ら
く
は
次

の
よ
う
な
事
情
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
高
楠
順
次
郎
を
始
め
と
し
て
『
大
正
蔵
』

の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
正
倉
院
文
書
も
知

悉
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る（

11
（

。
そ
こ
に
見
え
る
仏
典
は
原
則
と
し
て
、
日
本
が

そ
れ
ま
で
に
遣
隋
使
・
遣
唐
使
な
ど
を
通
じ
て
隋
も
し
く
は
唐
王
朝
か
ら
輸

入
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
て
、「
由
緒
正
し
い
」
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

正
倉
院
文
書
中
に
存
在
が
確
認
で
き
る
『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』
も
ま
た
由

緒
正
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、
疑
似
部
に
入
れ
る
理
由
は
な
い
の
に
対
し
て
、

一
方
の
『
現
在
十
方
千
五
百
仏
名
並
雑
仏
同
号
』
は
、
正
倉
院
文
書
に
見
え

な
い
。
こ
れ
は
「
胡
散
臭
い
」
も
の
だ
か
ら
、
疑
似
部
に
入
れ
る
べ
き
だ
、

と
。

　

し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
正
倉
院
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
仏
典
、
言

い
換
え
る
と
東
大
寺
写
経
所
で
写
経
さ
れ
て
い
た
仏
典
は
、
必
ず
し
も
「
由

緒
正
し
い
」
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
時

の
奈
良
朝
は
、
長
安
発
信
の
規
範
か
ら
外
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
貪
欲
に

吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た
節
が
あ
る
。
そ
の
代
表
例
が
、
十
六
巻
本
『
仏
名

経
』（『
仏
説
仏
名
経
』、『
大
仏
名
経
』
と
も
い
う
（
で
あ
る
。『
開
元
録
』
に

お
い
て
「
疑
偽
経
」
に
分
類
さ
れ
た
こ
の
十
六
巻
本
『
仏
名
経
』
が
正
倉
院

文
書
中
に
も
確
認
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、「
五
月
一
日
経
」
の
中
に
そ
の
現
物

さ
え
確
認
で
き
る
の
は
第
四
章
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
正
倉

院
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
「
由
緒
正
し
い
」
も

の
と
は
限
ら
な
い
と
考
え
た
方
が
よ
い
。



「
中
国
仏
教
」
の
確
立
と
仏
名
経

二
五
五

　
『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』
と
『
現
在
十
方
千
五
百
仏
名
並
雑
仏
同
号
』
を
、

経
集
部
に
入
れ
る
べ
き
か
疑
似
部
に
入
れ
る
べ
き
か
、
仏
教
教
義
に
昏
い
筆

者
に
は
判
断
つ
き
か
ね
る
が
、
少
な
く
と
も
両
者
を
分
か
つ
根
拠
は
見
当
た

ら
な
い（

1（
（

。『
大
正
蔵
』
が
世
に
問
わ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く
一
世
紀
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
歴
代
大
蔵
経
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
『
大
正
蔵
』
が
こ
れ
ま

で
仏
教
研
究
に
裨
益
し
て
き
た
所
は
計
り
知
れ
な
い
。
今
後
も
そ
う
あ
り
続

け
る
で
あ
ろ
う
。
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
内
容
・
分
類
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
、
今
は
そ
う
し
た
時
期
に
さ
し
か
か
り
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
稿
に
引
き
付
け
て
言
え
ば
、「
正
統
な
仏

教
界
」
と
「
そ
の
周
辺
に
広
が
る
仏
教
世
界
」
の
ど
ち
ら
か
に
偏
る
の
で
は

な
く
、
ど
ち
ら
か
を
排
除
す
る
の
で
も
な
く
、
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に
評

価
し
て
こ
そ
、
多
元
的
・
立
体
的
に
往
時
の
仏
教
世
界
の
総
体
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
そ
れ
た
目
論

見
は
個
人
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
学
界
（
仏
教
学
の

み
な
ら
ず
、
歴
史
学
も
含
め
て
（
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
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末
尾
の
参
考
文
献
一
覧
を
参
照
。

（
1
（ 

［
汪
娟
二
〇
〇
七
Ｂ
］
で
は
『
大
正
蔵
』
の
経
集
部
に
収
め
ら
れ
る
仏
名
経
典
に

つ
い
て
、「
称
揚
功
徳
」
と
「
称
揚
仏
名
」
の
二
類
型
に
大
別
す
る
。
こ
の
分
類
に

従
え
ば
、
後
者
が
本
稿
で
の
検
討
対
象
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
前

者
も
一
部
含
む
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
線
引
き
の
難
し
い
部
分
で
は
あ
る
。

（
1
（ 

実
際
、『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
に
記
載
さ
れ
る
『
諸
方
仏
名
経
』『
十
方
仏
名
』

『
百
仏
名
』
が
、
か
の
竺
法
護
が
西
域
に
て
入
手
し
た
「
胡
本
」
か
ら
訳
出
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
僧
祐
の
手
許
に
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
こ
う
し

た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
1
（ 

実
際
、『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』（
天
册
萬
歳
元
年
、
六
九
五
（
の
巻
三
「
大
乘

重
訳
経
目
」
で
は
こ
の
『
百
仏
名
（
経
（』
に
つ
い
て
、
西
晋
竺
法
護
訳
と
隋
那
連

提
耶
舍
訳
の
二
種
を
異
訳
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（
5
（ 

『
開
元
録
』
の
い
わ
ゆ
る
「
闕
本
目
録
」
は
巻
十
四
と
巻
十
五
の
両
巻
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
巻
十
五
に
は
仏
名
経
は
見
え
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
巻
十
四
の
み
を
対

象
と
し
て
論
じ
る
。

（
1
（ 

唯
一
、『
宝
海
如
来
等
十
方
百
七
十
仏
名
経
一
巻
』
の
み
「
闕
本
目
録
」
に
載
せ

る
所
の
『
称
揚
百
七
十
仏
名
経
一
巻
』
と
同
一
の
経
典
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

（
7
（ 

ち
な
み
に
「
増
広
」
と
い
う
潮
流
か
ら
、
こ
の
十
二
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
を

も
と
に
し
て
更
に
十
六
巻
本
・
十
八
巻
本
・
二
十
巻
本
が
成
立
し
、
最
終
的
に
は

三
十
巻
本
ま
で
成
立
し
た
［
井
ノ
口
一
九
九
五
］。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
十
六
巻
本

が
『
開
元
録
』
巻
十
八
「
偽
妄
乱
真
録
」
に
収
録
さ
れ
た
よ
う
に
、
却
っ
て
「
疑

偽
経
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
『
開
元
入
蔵
録
』
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
皮
肉

な
こ
と
で
は
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
十
六
巻
本
は
後
述
す
る
よ
う
に
日
本
伝
存
お

よ
び
敦
煌
の
古
写
経
が
発
見
さ
れ
、
二
十
巻
本
は
敦
煌
写
経
を
も
と
に
大
半
が
復

元
さ
れ
［
張
麗
・
張
磊
二
〇
〇
八
］、
三
十
巻
本
は
高
麗
大
蔵
経
で
初
め
て
現
れ
て

そ
こ
か
ら
『
大
正
蔵
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
8
（ 

こ
こ
ま
で
は
敢
え
て
詳
論
し
て
い
な
い
が
、
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
に
代
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表
さ
れ
る
よ
う
に
「
疑
偽
経
」
が
排
除
さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
9
（ 

上
記
し
た
よ
う
に
別
生
経
の
ほ
と
ん
ど
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
そ
の
内
容
は

確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
別
生
経
」
と
は
何
等
か
の
仏
典
か
ら
の
抽
出
・
抜
粋

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
仏
名
経
と
は
、
原
本
と
な
っ
た

仏
典
か
ら
「
仏
名
の
み
」
を
抜
粋
し
た
も
の
、
つ
ま
り
仏
名
経
の
原
義
通
り
に
仏

名
の
羅
列
に
終
始
す
る
も
の
で
、
懺
悔
文
な
ど
付
加
部
分
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。［
王
丁
二
〇
一
五
］
で
取
り
上
げ
る
写
本
は
そ
の
格
好
の
例
証
で
あ
る
。

［
山
口
二
〇
〇
八
］
で
は
、
仏
名
の
羅
列
に
終
始
す
る
初
期
の
雑
多
な
仏
名
経
が
消

え
て
ゆ
く
一
方
で
、
流
通
分
や
懺
悔
文
な
ど
の
付
加
部
分
を
持
つ
も
の
が
登
場
し
、

そ
れ
ら
が
残
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
こ
の

予
想
は
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
（1
（ 

た
と
え
ば
［
上
山
一
九
九
〇
］
で
は
、
八
世
紀
半
ば
こ
ろ
に
張
掖
で
生
ま
れ
、

長
安
で
学
ん
だ
曇
曠
に
よ
っ
て
長
安
の
仏
教
学
が
敦
煌
に
伝
え
ら
れ
て
広
く
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
（（
（ 

［
上
山
一
九
九
〇
］
は
敦
煌
独
自
の
仏
教
界
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し

た
研
究
と
し
て
、
非
常
に
示
唆
に
富
む
。
本
書
が
対
象
と
し
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ

ら
八
～
九
世
紀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
と
の
関
わ
り
に
大
き
な
焦
点
が
当

て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
南
北
朝
か
ら
唐
前
期
ま

で
を
対
象
と
す
る
た
め
、
差
し
当
た
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
の
影
響
は
考
慮
の
外
に
置
く
。

（
（1
（ 

【
表
四
】
の
「
写
本
番
号
」
に
つ
い
て
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
全
て
を
列
挙
す

る
の
は
避
け
、
任
意
で
代
表
的
な
一
つ
の
写
本
を
選
ん
で
挙
げ
る
。
ま
た
「
経
録
」

の
欄
で
は
、『
出
三
蔵
記
集
』
か
ら
『
貞
元
録
』
ま
で
の
現
存
し
て
い
る
経
録
に
著

録
が
あ
る
か
否
か
を
示
し
て
い
る
。

（
（1
（ 

［
井
ノ
口
一
九
九
五
］
に
よ
れ
ば
、
十
八
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
は
二
十
巻
本

『
仏
説
仏
名
経
』
の
巻
一
～
十
八
に
相
当
す
る
、
言
い
換
え
る
と
十
八
巻
本
に
巻
十

九
・
二
十
を
付
け
足
し
た
も
の
が
二
十
巻
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
こ
れ

ら
の
写
本
一
点
一
点
に
つ
い
て
、
巻
十
九
・
二
十
を
除
け
ば
そ
れ
が
十
八
巻
本
な

の
か
二
十
巻
本
な
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
る
と
十
八
巻
本
な

る
も
の
が
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
た
の
か
疑
う
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
実

際
、［
張
麗
・
張
磊
二
〇
〇
八
］
及
び
そ
れ
を
踏
襲
す
る
［
釈
源
博
二
〇
一
五
］
は

十
八
巻
本
と
二
十
巻
本
を
区
別
せ
ず
に
二
十
巻
本
を
復
元
し
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト

の
復
元
作
業
と
し
て
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
が
、
敦
煌
寺
院
の
蔵
経
録
、
例
え
ば

S.1111

・
敦
研119

・BD
（1（19

の
各
『
見
一
切
入
蔵
経
目
録
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ

「
大
仏
名
経
、
一
部
、
一
十
八
巻
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
敦
煌
で
は
二
十
巻
本
と
同

時
に
十
八
巻
本
も
通
行
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
【
表
四
】
で
は
両

者
を
区
別
し
て
挙
げ
て
お
く
。

（
（1
（ 

『
萬
五
千
仏
名
経
』
も
歴
代
経
録
未
収
録
の
経
名
で
あ
る
が
、［
井
ノ
口
一
九
九

五
］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
れ
は
十
二
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
の
異
名
で
あ
る
。

蛇
足
な
が
ら
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
七
「
唐
京
兆
福
寿
寺
玄
暢
伝
」
に
も
『
一
萬
五

千
仏
名
経
』
と
い
う
経
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
異
名
は
長
安
に
お
い
て
も

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に
敦
煌
に
お
い
て
も
ま
た
、
現
存
す
る
敦
煌

写
経
か
ら
『
萬
五
千
仏
名
経
』
と
『
仏
説
仏
名
経
』
の
両
方
が
通
用
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

（
（5
（ 

［
矢
吹
一
九
二
七
］
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
敦
煌
写
本
『
七
階
礼
仏
名
経
』
を
引
用
し
た
う
え
で
、「
抑
も
七
階
佛
名
に
は

廣
略
二
種
あ
り
、
…
（
中
略
（
…
本
寫
本
は
そ
の
孰
れ
な
り
し
か
、
略
と
す
れ
ば

長
き
に
過
ぎ
、
廣
と
す
れ
ば
短
に
失
す
」
と
し
て
結
論
を
下
し
て
は
い
な
い
が
、

少
な
く
と
も
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。

（
（1
（ 

ち
な
み
に
［
井
ノ
口
一
九
九
五
］
は
、『
賢
劫
千
仏
名
経
』
な
ど
他
の
仏
名
経
も

ま
た
、
三
階
教
の
影
響
下
に
あ
っ
た
可
能
性
を
述
べ
る
。
ま
こ
と
に
傾
聴
す
べ
き

見
解
だ
と
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
筆
者
は
そ
れ
を
論
証
す
る
材
料
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

（
（7
（ 

漢
文
写
本
は
未
発
見
だ
が
、
元
の
皇
慶
元
年
（
一
三
一
二
（
の
紀
年
を
持
つ
西

夏
文
の
写
本
が
一
点
の
み
発
見
さ
れ
て
い
る
（B（（-151

（。

（
（8
（ 
『
十
方
千
五
百
仏
名
経
』
の
み
、
唐
か
ら
帰
義
軍
期
と
見
な
さ
れ
る
写
本
も
含
む

［
山
口
二
〇
一
一
］。

（
（9
（ 
こ
こ
に
は
写
経
に
必
要
な
料
紙
な
ど
が
書
か
れ
る
が
、
そ
の
中
に
「
三
千
仏
名

経
上
巻
（
廿
四
（
中
巻
（
廿
四
（
下
巻
（
廿
三
（」
と
見
え
る
。「
三
劫
」
の
二
字
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を
落
と
し
て
い
る
が
、
三
巻
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
三
劫
三
千
仏
名
経
』
の
こ
と

で
あ
る
と
分
か
る
。

（
11
（ 

『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
（
十
二
巻
二
〇
九
頁
（
続
々
集
（1

－

1
（。

（
1（
（ 
た
だ
し
こ
の
「
応
写
経
目
録
」
中
に
は
『
寶
積
経
』
や
『
八
部
仏
名
経
』
な
ど
、

正
倉
院
文
書
中
に
大
量
に
見
出
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
当
時
に
お
い
て
現
存
し
て
い

な
か
っ
た
と
は
お
よ
そ
考
え
に
く
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。『
開
元
録
』
で
闕
本

と
さ
れ
た
も
の
が
、
実
は
そ
れ
以
前
に
日
本
に
齎
さ
れ
て
日
本
で
は
残
っ
て
い
て

も
な
ん
ら
お
か
し
く
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
時
間
が
経
て
ば
や
が
て
は
長
安
発
の

規
範
に
呑
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
、『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
對
照
目

録
』（
国
際
仏
教
學
大
學
院
大
學
・
學
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
六

年
（
を
繙
い
て
も
、
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
初
期
の
仏
名
経
が
一
切
確
認
で
き
な

い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

（
11
（ 

『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
（
十
八
巻
二
一
九
頁
（
続
々
集
11

－

1
（。

（
11
（ 

『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
（
七
巻
八
一
頁
、
天
平
八
年
／
同
九
巻
四
八
九
頁
、

天
平
十
九
年
／
同
十
二
巻
九
九
頁
、
天
平
勝
宝
三
年
／
同
十
七
巻
三
四
頁
、
天
平

神
護
三
年
／
同
二
十
四
巻
五
三
〇
頁
、
天
平
二
十
年
。

（
11
（ 

も
ち
ろ
ん
、
多
少
の
字
句
の
異
同
は
あ
る
。
ま
た
、［
飯
島
一
九
七
〇
］
は
巻
十

六
の
全
体
を
影
印
し
た
の
で
は
な
く
、
途
中
割
愛
し
た
部
分
も
あ
る
。
ま
た
一
九

七
〇
年
当
時
は
未
だ
十
六
巻
本
の
全
体
像
を
窺
う
手
立
て
も
な
く
、
そ
も
そ
も
何

巻
本
で
あ
る
か
と
い
う
関
心
も
薄
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
が
十
六
巻
本
で
あ

る
と
い
う
指
摘
は
そ
の
解
題
に
も
な
い
。

（
15
（ 

同
様
に
、『
観
薬
王
上
仏
名
経
』
に
も
目
を
惹
か
れ
る
。
と
い
う
の
は
、『
開
元

録
』
巻
十
八
「
偽
妄
乱
真
実
録
」
に
は
、「
廣
七
階
佛
名
一
卷
（
原
注
：
觀
藥
王
藥

上
菩
薩
經
佛
名
一
卷
（」
と
あ
り
、
前
章
で
も
触
れ
た
三
階
典
籍
で
あ
る
『
広
七
階

仏
名
経
』
と
の
関
連
が
疑
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
一
箇
所
に
し
か

見
え
ず
（『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
（
七
巻
二
一
一
頁
（、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
11
（ 

『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
（
十
二
巻
四
六
五
頁
、
天
平
勝
宝
五
年
、
同
十
二
巻

四
六
八
頁
、
天
平
勝
宝
五
年
、
同
二
十
四
巻
三
九
〇
頁
（
天
平
十
八
年
？
（
の
三

箇
所
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
前
二
者
は
実
質
、
同
じ
も
の
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。

（
17
（ 

ち
な
み
に
、
こ
の
「
三
萬
億
日
月
燈
明
佛
」
と
い
う
仏
名
号
は
現
存
す
る
ど
の

仏
名
経
に
も
見
え
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（
18
（ 

『
旧
唐
書
』
巻
百
二
、『
新
唐
書
』
巻
百
九
十
九
の
彼
の
列
伝
に
は
、
彼
が
徐
彦

伯
・
劉
知
機
・
張
説
と
と
も
に
『
三
教
珠
英
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
書
か
れ
る
。

こ
の
「
三
教
」
と
は
い
わ
ゆ
る
「
儒
・
仏
・
道
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実

際
に
は
こ
の
書
籍
は
詩
文
集
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
［
桂
羅
敏
二
〇
〇
八
］。

（
19
（ 

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
特
定
の
仏
名
経
に
関
し
て
は
、
三
階
教
と
の
関
連

が
疑
わ
れ
る
。

（
11
（ 

『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
部
の
編
纂
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
〇
一
年
、『
大
正
蔵
』

は
一
九
二
四
年
で
あ
る
。

（
1（
（ 

同
様
に
、
高
麗
蔵
で
初
め
て
現
れ
た
三
十
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
も
経
集
部
に

収
め
ら
れ
る
が
、
本
経
の
内
容
は
基
本
的
に
十
六
巻
本
『
仏
説
仏
名
経
』
と
同
じ

で
あ
る
［
井
ノ
口
一
九
九
五
］。
こ
の
扱
い
も
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

〔
附
記
〕
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。
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The establishment of the Chinese‐Buddhism and 
the “Fo-ming jing 仏名經”

YAMAGUCHI Masateru

 This paper aims to clarify part of the situation where so-called “Chinese 
Buddhism” is established, by analyzing the currency situation of “Fo-ming jing 
仏名経”. Chinese Buddhism was established mainly in the Chang’an 長安 Bud-
dhist circle led by the Sui 隋 Tang 唐 Dynasty. At the time, the Buddhist 
church repeatedly created a catalog of sutras to arrange Chinese-translated 
Buddhist scriptures and tried to establish authority by creating a system 
called “Tripitaka 大蔵経”. There are also many Buddhist scriptures that were 
culled out during the process, the influence of which is also strongly seen in 
the “Fo-ming jing 仏名経”. Originally, in Dunhuang 敦煌，a unique Buddhist 
world spread and from the Sui 隋 to midway through the Tang 唐 period, the 
influence of the Chang’an 長安 Buddhist world was accepted, although limited. 
The Nara 奈良 dynasty in Japan was far more strongly influenced by the 
Chang’an 長安 Buddhist world than the Dunhuang 敦煌, but common ele-
ments with Dunhuang also emerge. It was found that one variety of “Fo-ming 
jing 仏名経” didn’t spread in Chang’an 長安 Buddhist circle, but spread to both 
Dunhuang 敦煌 and Japan. From here, we can see how the Buddhist world in 
the private sector, which is closer to common people, has spread widely 
around the “orthodox” Buddhist world by the Chang’an 長安 Buddhist world.

キーワード： 中国仏教（Chinese Buddhism）、仏名経（Fo-ming jing）、敦煌（Dun 
huang）、正倉院文書（Shosoin documents）




